
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多数縦横に整列させて形成してなる平凸
レンズ状集光素層と、該平凸レンズ状集光素層の下に積層された透明基板層と、該透明基
板層の下に積層された画素を多数縦横に整列させて形成してなる画素層とからなり、前記
画素層の各画素行上に配置される画素の並び又は各画素列上に配置される画素の並びのい
ずれか一方の画素の並びに配置される各画素は、該一方の画素の並びと直交した基準線上
に位置する他方の画素の並びに配置される各画素又は該基準線の近くに位置する他方の画
素の並びに配置される各画素を基本画素として該基本画素から順に

同じ回転角を累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成されており、
前記各平凸レンズ状集光素と前記各画素とは少なくとも一組が上下において最も重なって
おり、当該重なっている画素を含む画素列と等距離にある一組の他の画素列が該他の画素
列に対応する平凸レンズ状集光素列に対して該重なっている画素を含む画素列を中心軸と
して外側に向かってずれていると共に、当該重なっている画素を含む画素列より外側の画
素列ほどずれる幅が大きくなり、かつ、当該重なっている画素を含む画素行と等距離にあ
る一組の他の画素行が該他の画素行に対応する平凸レンズ状集光素行に対して該重なって
いる画素を含む画素行を中心軸として外側又は内側に向かってずれていると共に、当該重
なっている画素を含む画素行より外側の画素行ほどずれる幅が大きくなるように前記平凸
レンズ状集光素層と前記画素層とが配置されており、前記画素の形状を変形した拡大され
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た虚像が前記重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集光素層の上方に現出する
と共に、目視する位置を移動させると当該虚像が前記一方の画素の並びに配置された各画
素の回転パターンに合わせて動くことを特徴とする虚像現出装飾体。
【請求項２】
 同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多数縦横に整列させて形成してなる平凸
レンズ状集光素層と、該平凸レンズ状集光素層の下に積層された透明基板層と、該透明基
板層の下に積層された画素を多数縦横に整列させて形成してなる画素層とからなり、前記
画素層の各画素行上に配置される画素の並び又は各画素列上に配置される画素の並びのい
ずれか一方の画素の並びに配置される各画素は、該一方の画素の並びと直交した基準線上
に位置する他方の画素の並びに配置される各画素又は該基準線の近くに位置する他方の画
素の並びに配置される各画素を基本画素として該基本画素から順に

同じ回転角を累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成されており、
前記各平凸レンズ状集光素と前記各画素とは少なくとも一組が上下において最も重なって
おり、当該重なっている画素を含む画素列と等距離にある一組の他の画素列が該他の画素
列に対応する平凸レンズ状集光素列に対して該重なっている画素を含む画素列を中心軸と
して内側に向かってずれていると共に、当該重なっている画素を含む画素列より外側の画
素列ほどずれる幅が大きくなり、かつ、当該重なっている画素を含む画素行と等距離にあ
る一組の他の画素行が該他の画素行に対応する平凸レンズ状集光素行に対して該重なって
いる画素を含む画素行を中心軸として外側又は内側に向かってずれていると共に、当該重
なっている画素を含む画素行より外側の画素行ほどずれる幅が大きくなるように前記平凸
レンズ状集光素層と前記画素層とが配置されており、前記画素の形状を変形した拡大され
た虚像が前記重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集光素層の下方に現出する
と共に、目視する位置を移動させると当該虚像が前記一方の画素の並びに配置された各画
素の回転パターンに合わせて動くことを特徴とする虚像現出装飾体。
【請求項３】
　同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多数縦横に整列させて形成してなる平凸
レンズ状集光素層と、該平凸レンズ状集光素層の下に積層された透明基板層と、該透明基
板層の下に積層された画素を多数縦横に整列させて形成してなる画素層とからなり、前記
画素層は、各画素行上に配置される画素の並び又は各画素列上に配置される画素の並びの
いずれか一方の画素の並びに配置される各画素が、該一方の画素の並びと直交した基準線
上に位置する他方の画素の並びに配置される各画素又は該基準線の近くに位置する他方の
画素の並びに配置される各画素を基本画素として該基本画素から順に

同じ回転角を累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成されており
、かつ、各画素列上に配置される画素の並びが順に同じ傾斜角を累積する傾斜パターンに
て一方向に並んで傾斜するように形成されており、前記各平凸レンズ状集光素と前記各画
素とは少なくとも一組が上下において最も重なっており、当該重なっている平凸レンズ状
集光素を中心とする対角線上の等距離にある他の平凸レンズ状集光素に対応する位置にあ
る他の画素が該他の平凸レンズ状集光素に対して当該重なっている平凸レンズ状集光素を
中心として点対称位置に横ずれして放射状に外側に向かってずれていて、かつ、当該重な
っている画素より外側の他の画素ほどずれる幅が大きくなるように前記平凸レンズ状集光
素層と前記画素層とが配置されており、前記画素の形状を変形した拡大された虚像が前記
重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集光素層の上方に現出すると共に、目視
する位置を移動させると当該虚像が前記一方の画素の並びに配置された各画素の回転パタ
ーンに合わせて動くことを特徴とする虚像現出装飾体。
【請求項４】
 同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多数縦横に整列させて形成してなる平凸
レンズ状集光素層と、該平凸レンズ状集光素層の下に積層された透明基板層と、該透明基
板層の下に積層された画素を多数縦横に整列させて形成してなる画素層とからなり、前記
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画素層は、各画素行上に配置される画素の並び又は各画素列上に配置される画素の並びの
いずれか一方の画素の並びに配置される各画素が、該一方の画素の並びと直交した基準線
上に位置する他方の画素の並びに配置される各画素又は該基準線の近くに位置する他方の
画素の並びに配置される各画素を基本画素として該基本画素から順に

同じ回転角を累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成されており
、かつ、各画素列上に配置される画素の並びが順に同じ傾斜角を累積する傾斜パターンに
て一方向に並んで傾斜するように形成されており、前記各平凸レンズ状集光素と前記各画
素とは少なくとも一組が上下において最も重なっており、当該重なっている平凸レンズ状
集光素を中心とする対角線上の等距離にある他の平凸レンズ状集光素に対応する位置にあ
る他の画素が該他の平凸レンズ状集光素に対して当該重なっている平凸レンズ状集光素を
中心として点対称位置に横ずれして放射状に内側に向かってずれていて、かつ、当該重な
っている画素より外側の他の画素ほどずれる幅が大きくなるように前記平凸レンズ状集光
素層と前記画素層とが配置されており、前記画素の形状を変形した拡大された虚像が前記
重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集光素層の下方に現出すると共に、目視
する位置を移動させると当該虚像が前記一方の画素の並びに配置された各画素の回転パタ
ーンに合わせて動くことを特徴とする虚像現出装飾体。
【請求項５】
 画素層の各画素の大きさが一の画素の並びに配置される画素を残した状態で該一の画素
の並びからより遠くに離れた他の画素の並びに配置される画素ほど小さくなっている請求
項１乃至４記載の虚像現出装飾体。
【請求項６】
 画素層の画素が形状を異にする複数種類からなり、当該複数種類の画素の虚像が重なっ
た状態で現出する請求項１乃至５記載の虚像現出装飾体。
【請求項７】
 形状を異にする複数種類の画素のうち少なくとも一種類の各画素が基本画素から順に同
じ回転角を累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成されている請求項６記
載の虚像現出装飾体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、目の錯覚を利用して虚像を透明基板の上方又は下方に現出させる虚像現出装飾
体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
本出願人は、特開平１０－３５０８３号公報掲載の「モアレ現象を利用した点描画模様の
装飾体」を開発しており、また、目の錯覚を利用した装飾体として特開２００１－５５０
００号公報掲載の「虚像現出装飾体」を開発している。
【０００３】
前出特開平１０－３５０８３号公報掲載のモアレ現象を利用した点描画模様の装飾体は、
透明基板の表面に半球状又は円弧状の平凸レンズ状集光素を一定の微細なピッチで規則正
しい配列状態に印刷し、該透明基板の裏面に平凸レンズ状集光素と同形状で同配列状態又
は異形状で同配列状態の多数の画素を、表面の平凸レンズ状集光素に対して交差角をずら
せて印刷するか、または、当該透明基板と別体の基板に平凸レンズ状集光素と同形状で同
配列状態又は異形状で同配列状態の着色画素を印刷して該基板を交差角をずらして張り合
わせることにより、前記画素が、表面から見て立体感を有する拡大画像として現出し視点
を移動させるとモアレ現象によって該拡大画像が揺らぎ感を呈するものである（以下、「
第一従来品」という）。
【０００４】
また、前出特開２００１－５５０００号公報掲載の虚像現出装飾体は、同一形状・同一大
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きさの平凸レンズ状集光素を多数縦横に整列させて形成してなる平凸レンズ状集光素層と
該平凸レンズ状集光素層の下に積層された透明基板層と該透明基板層の下に積層された同
一形状・同一大きさの画素を多数縦横に整列させて形成してなる画素層とからなり、前記
各平凸レンズ状集光素と前記各画素とは少なくとも一組が上下において完全に重なってい
ると共に該重なっている画素と等距離にある他の画素が該他の画素と対応する平凸レンズ
状集光素に対して当該重なっている画素を中心として放射状に外側又は内側へ向かって同
じ幅でずれていて、かつ、当該中心となる画素より外側の画素ほどずれる幅が大きくなる
ように前記平凸レンズ状集光素層と前記画素層とが配置されており、前記画素の形状と同
一形状の拡大された虚像が前記重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集光素層
の上方又は下方に現出するものである（以下、「第二従来品」という）。
【０００５】
当該特開２００１－５５０００号公報掲載の他の虚像現出装飾体は、同一形状・同一大き
さの平凸レンズ状集光素を多数縦横に整列させて形成してなる平凸レンズ状集光素層と該
平凸レンズ状集光素層の下に積層された透明基板層と該透明基板層の下に積層された同一
形状・同一大きさの画素を該画素の列が順に同じ傾斜角を累積する傾斜パターンにて同一
方向に並んで傾斜するように多数縦横に整列させて形成してなる画素層とからなり、前記
各平凸レンズ状集光素と前記各画素とは少なくとも一組が上下において完全に重なってい
ると共に該重なっている平凸レンズ状集光素を中心とする対角線上の等距離にある他の平
凸レンズ状集光素に対応する位置にある他の画素が該他の平凸レンズ状集光素に対して当
該重なっている平凸レンズ状集光素を中心として点対称位置に横ずれして放射状に外側又
は内側へ向かってずれていて、かつ、重なっている画素より外側の他の画素ほどずれる幅
が大きくなるように前記平凸レンズ状集光素層と前記画素層とが配置されており、変形し
て拡大された画素の虚像が前記重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集光素層
の上方又は下方に現出するものである（以下、「第三従来品」という）。
【０００６】
そして、第二従来品及び第三従来品の画素層は、パーソナルコンピュータにて、編集処理
アプリケーションを用いて編集処理を施した画像データを透明フィルム等に出力すること
によって形成されており、第三従来品の画素層は、図４８に示すように、平凸レンズ状集
光素層を形成した紗体の線数に近い又は同じ線数からなる紗体を形成する紗線によってで
きる升目を単位として該升目のピッチと同一ピッチで画素１００が縦横に整列された画素
配置（図４８中、点線にて示す画素配置）を、一の画素列１０１を残した状態で該一の画
素列１０１の隣の画素列１０２から順に同じ傾斜角θを累積する傾斜パターンにて、前記
画素配置における一の画素行１０３上に配置された各画素１００を中心として同一方向に
並んで傾斜するように、即ち、一の画素列１０１の隣の画素列である一列目の画素列１０
２の傾斜角θ 1  がθとなり、二列目の画素列１０２の傾斜角θ 2  が２θとなり、以下、同
様にｎ列目の画素列１０２の傾斜角θ n  がｎθとなるように傾斜させて、画素列１０２が
略扇状に配置された状態の画像データを透明フィルム等に出力してなるものである。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
第二従来品及び第三従来品は、多数作成したサンプル装飾体の中から偶然発見した拡大さ
れた画素の虚像が透明基板の手前（上方）に浮いて見える装飾体及び透明基板の奥（下方
）に沈んで見える装飾体と第一従来品との違いを調べた結果知得した経験的法則に基づい
て完成させたものであり、第二従来品及び第三従来品における平凸レンズ状集光素層の上
方又は下方に虚像が現出する現象についての正確な光学的理論が解明されるまでには至っ
ていない。
【０００８】
従って、前記経験的法則から外れた虚像現出装飾体より現出する虚像については全く予想
することができず、当該虚像現出装飾体より現出する虚像を確認するためには、そのよう
な虚像現出装飾体を実際に作成する以外に方法がなかった。
【０００９】
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第二従来品と第三従来品とを比較すると、第三従来品における画素層の画素配置は、第二
従来品における画素層の画素配置と同様の画素配置に画素行又は画素列を単位として規則
性を持たせて編集処理を施したものであり、また、第二従来品に現出する虚像と第三従来
品に現出する虚像とが形状等において相違していることから画素層の画素配置と現出する
虚像との間に何らかの因果関係が存在すると判断されるため、本発明者等は、第三従来品
における画素層を形成する際に縦横に整列された画素配置に施した画素行又は画素列を単
位とした編集処理を一つの画素を単位とした編集処理に変更すれば、新たな画素配置から
なる画素層を形成することができ、これに伴って従来にない新たな虚像を現出する虚像現
出装飾体が得られる可能性があると判断するに至った。
【００１０】
そこで、本発明者等は、新たな虚像現出装飾体を開発すべく、多数縦横に整列された画素
配置に一つの画素を単位として種々の規則性を持たせて編集処理を施した各画像データを
各透明フィルムに出力して多種の画素層を実際に作成すると共に、種々の条件を持たせて
多数縦横に整列させて形成してなる平凸レンズ状集光素層を積層させた多種の透明基板層
を作成し、前記各画素層と前記各透明基板層とを互いに重ね合わせて現出する虚像を確認
する試験や重ね合わせた画素層と透明基板層とをずらして現出する虚像を確認する試験な
どを何度も繰り返し行ったところ、ある特定の規則性を持たせて編集処理を施した画像デ
ータからなる画素層をある特定の条件で形成してなる透明基板層に重ね合わせた際に形成
される虚像現出装飾体より現出する虚像が、該虚像を目視する位置を移動させると動くこ
とに偶然気が付いた。
【００１１】
さらに、本発明者等は、前記画素層の各画素と前記透明基板の各平凸レンズ状集光素との
位置関係等を詳しく調べた結果、同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多数縦横
に整列させて形成してなる平凸レンズ状集光素層を積層した透明基板層と、該平凸レンズ
状集光素層を形成した紗体の線数に近い線数からなる紗体を形成する紗線によってできる
升目を単位として該升目のピッチと同一ピッチで多数縦横に整列される画素の画素配置に
、パーソナルコンピュータにて編集処理アプリケーションを用いて、各画素行上に配置さ
れる画素の並び又は各画素列上に配置される画素の並びのいずれか一方の画素の並びに配
置される各画素を、該一方の画素の並びと直交した基準線上に位置する他方の画素の並び
に配置される各画素又は該基準線の近くに位置する他方の画素の並びに配置される各画素
を基本画素として該基本画素から順に同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に
回転するように、即ち、前記一方の画素の並びにおいて基本画素の隣の画素である一個目
の画素の回転角θ 1  がθとなり、二個目の画素の回転角θ 2  が２θとなり、以下、同様に
ｎ個目の画素の回転角θ n  がｎθとなるように回転させる編集処理を施した画素配置から
なる画素層とを、前記各平凸レンズ状集光素と前記各画素とが少なくとも一組が上下にお
いて最も重なり、当該重なっている画素を含む画素列と等距離にある一組の他の画素列が
該他の画素列に対応する平凸レンズ状集光素列に対して該重なっている画素を含む画素列
を中心軸として外側又は内側に向かってずれていると共に、当該重なっている画素を含む
画素列より外側の画素列ほどずれる幅が大きくなり、かつ、当該重なっている画素を含む
画素行と等距離にある一組の他の画素行が該他の画素行に対応する平凸レンズ状集光素行
に対して該重なっている画素を含む画素行を中心軸として外側又は内側に向かってずれて
いると共に、当該重なっている画素を含む画素行より外側の画素行ほどずれる幅が大きく
なるように積層した虚像現出装飾体においては、前記画素の形状を変形した拡大された虚
像が前記重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集光素層の上方又下方に現出す
ると共に、目視する位置を移動させると当該虚像が前記一方の画素の並びに配置された各
画素の回転パターンに合わせて動くという刮目すべき知見を得て本発明を完成したもので
ある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
前記技術的課題は、次の通りの本発明によって解決できる。
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【００１３】
即ち、本発明に係る虚像現出装飾体は、同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多
数縦横に整列させて形成してなる平凸レンズ状集光素層と、該平凸レンズ状集光素層の下
に積層された透明基板層と、該透明基板層の下に積層された画素を多数縦横に整列させて
形成してなる画素層とからなり、前記画素層の各画素行上に配置される画素の並び又は各
画素列上に配置される画素の並びのいずれか一方の画素の並びに配置される各画素は、該
一方の画素の並びと直交した基準線上に位置する他方の画素の並びに配置される各画素又
は該基準線の近くに位置する他方の画素の並びに配置される各画素を基本画素として該基
本画素から順に

同じ回転角を累積する回転パターンにて一方
向に回転するように形成されており、前記各平凸レンズ状集光素と前記各画素とは少なく
とも一組が上下において最も重なっており、当該重なっている画素を含む画素列と等距離
にある一組の他の画素列が該他の画素列に対応する平凸レンズ状集光素列に対して該重な
っている画素を含む画素列を中心軸として外側に向かってずれていると共に、当該重なっ
ている画素を含む画素列より外側の画素列ほどずれる幅が大きくなり、かつ、当該重なっ
ている画素を含む画素行と等距離にある一組の他の画素行が該他の画素行に対応する平凸
レンズ状集光素行に対して該重なっている画素を含む画素行を中心軸として外側又は内側
に向かってずれていると共に、当該重なっている画素を含む画素行より外側の画素行ほど
ずれる幅が大きくなるように前記平凸レンズ状集光素層と前記画素層とが配置されており
、前記画素の形状を変形した拡大された虚像が前記重なっている画素を中心として前記平
凸レンズ状集光素層の上方に現出すると共に、目視する位置を移動させると当該虚像が前
記一方の画素の並びに配置された各画素の回転パターンに合わせて動くものである。
【００１４】
また、本発明に係る虚像現出装飾体は、同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多
数縦横に整列させて形成してなる平凸レンズ状集光素層と、該平凸レンズ状集光素層の下
に積層された透明基板層と、該透明基板層の下に積層された画素を多数縦横に整列させて
形成してなる画素層とからなり、前記画素層の各画素行上に配置される画素の並び又は各
画素列上に配置される画素の並びのいずれか一方の画素の並びに配置される各画素は、該
一方の画素の並びと直交した基準線上に位置する他方の画素の並びに配置される各画素又
は該基準線の近くに位置する他方の画素の並びに配置される各画素を基本画素として該基
本画素から順に

同じ回転角を累積する回転パターンにて一方
向に回転するように形成されており、前記各平凸レンズ状集光素と前記各画素とは少なく
とも一組が上下において最も重なっており、当該重なっている画素を含む画素列と等距離
にある一組の他の画素列が該他の画素列に対応する平凸レンズ状集光素列に対して該重な
っている画素を含む画素列を中心軸として内側に向かってずれていると共に、当該重なっ
ている画素を含む画素列より外側の画素列ほどずれる幅が大きくなり、かつ、当該重なっ
ている画素を含む画素行と等距離にある一組の他の画素行が該他の画素行に対応する平凸
レンズ状集光素行に対して該重なっている画素を含む画素行を中心軸として外側又は内側
に向かってずれていると共に、当該重なっている画素を含む画素行より外側の画素行ほど
ずれる幅が大きくなるように前記平凸レンズ状集光素層と前記画素層とが配置されており
、前記画素の形状を変形した拡大された虚像が前記重なっている画素を中心として前記平
凸レンズ状集光素層の下方に現出すると共に、目視する位置を移動させると当該虚像が前
記一方の画素の並びに配置された各画素の回転パターンに合わせて動くものである。
【００１５】
また、本発明に係る虚像現出装飾体は、同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多
数縦横に整列させて形成してなる平凸レンズ状集光素層と、該平凸レンズ状集光素層の下
に積層された透明基板層と、該透明基板層の下に積層された画素を多数縦横に整列させて
形成してなる画素層とからなり、前記画素層は、各画素行上に配置される画素の並び又は
各画素列上に配置される画素の並びのいずれか一方の画素の並びに配置される各画素が、
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該一方の画素の並びと直交した基準線上に位置する他方の画素の並びに配置される各画素
又は該基準線の近くに位置する他方の画素の並びに配置される各画素を基本画素として該
基本画素から順に

同じ回転角を累積する回転パターンにて一
方向に回転するように形成されており、かつ、各画素列上に配置される画素の並びが順に
同じ傾斜角を累積する傾斜パターンにて一方向に並んで傾斜するように形成されており、
前記各平凸レンズ状集光素と前記各画素とは少なくとも一組が上下において最も重なって
おり、当該重なっている平凸レンズ状集光素を中心とする対角線上の等距離にある他の平
凸レンズ状集光素に対応する位置にある他の画素が該他の平凸レンズ状集光素に対して当
該重なっている平凸レンズ状集光素を中心として点対称位置に横ずれして放射状に外側に
向かってずれていて、かつ、当該重なっている画素より外側の他の画素ほどずれる幅が大
きくなるように前記平凸レンズ状集光素層と前記画素層とが配置されており、前記画素の
形状を変形した拡大された虚像が前記重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集
光素層の上方に現出すると共に、目視する位置を移動させると当該虚像が前記一方の画素
の並びに配置された各画素の回転パターンに合わせて動くものである。
【００１６】
本発明に係る虚像現出装飾体は、同一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素を多数縦横
に整列させて形成してなる平凸レンズ状集光素層と、該平凸レンズ状集光素層の下に積層
された透明基板層と、該透明基板層の下に積層された画素を多数縦横に整列させて形成し
てなる画素層とからなり、前記画素層は、各画素行上に配置される画素の並び又は各画素
列上に配置される画素の並びのいずれか一方の画素の並びに配置される各画素が、該一方
の画素の並びと直交した基準線上に位置する他方の画素の並びに配置される各画素又は該
基準線の近くに位置する他方の画素の並びに配置される各画素を基本画素として該基本画
素から順に

同じ回転角を累積する回転パターンにて一方向に
回転するように形成されており、かつ、各画素列上に配置される画素の並びが順に同じ傾
斜角を累積する傾斜パターンにて一方向に並んで傾斜するように形成されており、前記各
平凸レンズ状集光素と前記各画素とは少なくとも一組が上下において最も重なっており、
当該重なっている平凸レンズ状集光素を中心とする対角線上の等距離にある他の平凸レン
ズ状集光素に対応する位置にある他の画素が該他の平凸レンズ状集光素に対して当該重な
っている平凸レンズ状集光素を中心として点対称位置に横ずれして放射状に内側に向かっ
てずれていて、かつ、当該重なっている画素より外側の他の画素ほどずれる幅が大きくな
るように前記平凸レンズ状集光素層と前記画素層とが配置されており、前記画素の形状を
変形した拡大された虚像が前記重なっている画素を中心として前記平凸レンズ状集光素層
の下方に現出すると共に、目視する位置を移動させると当該虚像が前記一方の画素の並び
に配置された各画素の回転パターンに合わせて動くものである。
【００１７】
また、本発明は前記いずれかの虚像現出装飾体において、画素層の各画素の大きさが一の
画素の並びに配置される画素を残した状態で該一の画素の並びからより遠くに離れた他の
画素の並びに配置される画素ほど小さくなっているものである。
【００１８】
また、本発明は前記いずれかの虚像現出装飾体において、画素層の画素が形状を異にする
複数種類からなり、当該複数種類の画素の虚像が重なった状態で現出するものである。
【００１９】
さらに、本発明は前記いずれかの虚像現出装飾体において、形状を異にする複数種類の画
素のうち少なくとも一種類の各画素が基本画素から順に同じ回転角を累積する回転パター
ンにて一方向に回転するように形成されているものである。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づき説明する。
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【００２１】
実施の形態１．
【００２２】
図１は本実施の形態における虚像現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図であり、平凸
レンズ状集光素と画素とが上下において最も重なっている箇所を通って切断されている。
図２は図１に示す虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を説明する平
面図であり、図中、画素列及び画素行を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸レンズ状集
光素行を点線、基準線を一点鎖線にて示している。図３は図１に示す虚像現出装飾体の平
凸レンズ状集光素層を示した平面図であり、図中、平凸レンズ状集光素をスクリーン印刷
する紗体の紗線を一点鎖線にて示している。図４は図１に示す虚像現出装飾体における画
素層の画素配置を説明する図であり、図中、回転前の画素、画素列及び画素行を点線、回
転後の画素を実線、基準線を一点鎖線にて示している。図５は図２に示す虚像現出装飾体
を目視した状態を説明する図であり、図５の（ａ）は目視する位置を基準画素の真上に固
定して目視した場合を示した説明図であり、図５の（ｂ）は図２に示す虚像現出装飾体を
Ｘ方向から目視した状態で目視する位置を各画素行に配置された画素の並びに対して略平
行に移動させた場合を示した正面図である。図６は図２に示す虚像現出装飾体をＸ方向か
ら目視した場合に現出する虚像を左目で目視した後に右目で目視したときの画像のずれを
説明する平面図であり、図６の（ａ）は左目で目視したときの画像を示し、図６の（ｂ）
は右目で目視したときの画像を示している。図７は図２に示す虚像現出装飾体をＸ方向か
ら目視した場合に現出する虚像を右目で目視した後に左目で目視したときの画像のずれを
説明する平面図であり、図７の（ａ）は右目で目視したときの画像を示し、図７の（ｂ）
は左目で目視したときの画像を示している。図８は図２に示す虚像現出装飾体をＸ方向か
ら目視した場合に現出する虚像の動きを説明する平面図であり、図８の（ａ）は虚像を目
視する位置を図２に示す虚像現出装飾体におけるＹ方向に移動させた場合の該虚像の動き
を示した平面図であり、図８の（ｂ）は虚像を目視する位置を図２に示す虚像現出装飾体
におけるＹ方向と反対方向に移動させた場合の該虚像の動きを示した平面図である。図９
は図２に示す虚像現出装飾体をＹ方向から目視した場合に現出する虚像の動きを説明する
平面図であり、図９の（ａ）は虚像を目視する位置を図２に示す虚像現出装飾体における
Ｙ方向に移動させた場合の該虚像の動きを示した平面図であり、図９の（ｂ）は虚像を目
視する位置を図２に示す虚像現出装飾体におけるＹ方向と反対方向に移動させた場合の該
虚像の動きを示した平面図である。
【００２３】
本実施の形態に係る虚像現出装飾体１は、図１に示すように、凸レンズの役割を果たす同
一形状・同一大きさの平凸レンズ状集光素２を多数縦横に整列させて形成してなる平凸レ
ンズ状集光素層３と、平凸レンズ状集光素層３の下に積層された透明基板４からなる透明
基板層５と、透明フィルム６に画素７を多数縦横に整列させて形成してなる画素層８とか
ら構成されおり、平凸レンズ状集光素層３と画素層８とは、図２に示すように、平凸レン
ズ状集光素２と画素７とが上下において最も重なる基準集光素９と基準画素１０とからな
る組を有し、基準画素１０を含む基準画素列１１と等距離にある一組の他の画素列１２，
１２が該他の画素列１２，１２に対応する平凸レンズ状集光素列１３，１３に対して基準
画素列１１を中心軸として外側に向かってずれていると共に、基準画素列１１より外側の
画素列１２，１２ほどずれる幅が大きくなり、かつ、基準画素１０を含む基準画素行１４
と等距離にある一組の他の画素行１５，１５が該他の画素行１５，１５に対応する平凸レ
ンズ状集光素行１６，１６に対して基準画素行１４を中心軸として外側に向かって前記画
素列１２，１２におけるずれ幅と同じずれ幅でずれていると共に、基準画素行１４より外
側の画素行１５，１５ほどずれる幅が大きくなるように配置されている。
【００２４】
なお、本実施の形態においては、透明フィルム６と該透明フィルム６に形成された画素７
とをあわせて画素層８という。
【００２５】
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平凸レンズ状集光素層３は、厚盛性のよい透明インクを用いて、図３に示すように、透明
基板４の表面にスクリーン印刷により紗体を形成する紗線Ａ（図３中、一点鎖線にて示す
。）によってできた升目を単位として一つの升目の中に一つの平凸レンズ状集光素２を印
刷すれば容易に形成することができる。
【００２６】
平凸レンズ状集光素層３をスクリーン印刷により形成する場合には、 10≦線数≦ 70を満足
する紗体を用いればよく、紗体の線数が 10未満及び 70を越えれば、平凸レンズ状とするこ
とが難しい。
【００２７】
透明基板４は、合成樹脂製のものを使用すればよく、硬質、軟質いずれであってもよい。
硬質の場合は厚さ１ mm～５ mmのもの、軟質の場合は厚さ 0.5 mm～２ mmのものが取扱いに適
し、商品価値としての応用性が広がり、実用的である。また、透明性を有しておれば、着
色されていてもよい。具体的には、ポリカーボネート、ポリエステル、アクリル、ポリ塩
化ビニル等の透明合成樹脂製板又は透明フィルムを使用すればよい。なお、透明基板４が
5.0 mmよりも厚くなると現出する像がぼやけ、色が薄くなる傾向にあり、逆に 0.5 mmより
も薄くなると平印刷の感じとなり、虚像が観察できない傾向にある。また、透明基板４は
合成樹脂製に限ることなく、ガラス製の板であってもよい。
【００２８】
画素層８は、図２に示すように、平凸レンズ状集光素層３を形成した紗体の線数未満の線
数からなる紗体を形成する紗線によってできる升目を単位として該升目のピッチと同一ピ
ッチで画素７が多数縦横に整列された画素配置をパーソナルコンピュータにて編集処理ア
プリケーションを用いて、図４に示すように、各画素行１５上に配置される画素７の並び
（一方の画素の並び）と直交した基準線１７上に位置する画素列１２上に配置される画素
７の並び（他方の画素の並び）の各画素７を基本画素１８とし、各画素行１５上に配置さ
れる画素７の並びの各画素７を基本画素１８から順に該画素７の中心（図４中、画素行と
画素列の交点）を支点として同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転する
ように、即ち、各画素行１５上に配置される画素７の並びにおいて基本画素１８の隣の画
素である一個目の画素７の回転角θ 1  がθとなり、二個目の画素７の回転角θ 2  が２θと
なり、以下、同様にｎ個目の画素７の回転角θ n  がｎθとなるように回転させる編集処理
を施した画素配置の画像データを得た後、当該画像データを出力処理アプリケーションを
用いてパーソナルコンピュータに転送処理し、転送された画像データをイメージデータに
変換する演算処理アプリケーションを用いて演算処理した後、イメージセッターに転送し
、自動現像機にて透明フィルム６に各画素７を出力して形成してなるものである。
【００２９】
升目のピッチとは、図３に示す一点鎖線によってできる升目内の任意の位置から該升目と
縦横で隣り合う升目の前記任意の位置と同じ位置までの距離をいう。
【００３０】
本実施の形態に係る虚像現出装飾体１を、図５の（ａ）に示すように、Ｘ方向（図２参照
）から目視した状態で目視する位置を基準画素１０の真上に固定して片目ずつで目視した
場合には、図２に示すように、Ｘ方向に対して平行な基準画素列１１と等距離にある一組
の他の画素列１２，１２が該各他の画素列１２，１２に対応する平凸レンズ状集光素列１
３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として外側へ向かってずれていると共に、基準
画素列１１より外側の他の画素列１２，１２ほどずれる幅が大きくなっているので、左目
１９で目視したときに見えた画像２０（図６の（ａ）参照）が右目２１で目視したときに
は左方向（図６の（ｂ）参照）にずれ、また、右目２１で目視したときに見えた画像２２
（図７の（ａ）参照）が左目１９で目視したときには右方向（図７の（ｂ）参照）にずれ
る。即ち、虚像現出装飾体１を左目１９のみで目視したときに見える画像２０と右目２１
のみで目視したときに見える画像２２との位置関係を比べると、図５の（ａ）に示すよう
に、目線が交差するようにずれて画像２０，２２が現れており、この画像２０，２２のず
れにより、画素７の形状を変形した拡大された十字形の虚像２３が基準画素１０を中心と
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して平凸レンズ状集光素層３の手前（上方）に浮いて見える。
【００３１】
さらに、虚像現出装飾体１を目視する方向をＸ方向（図２参照）に保持した状態で前記虚
像２３を目視する位置を各画素行１５上に配置される画素７の並び（一方の画素の並び）
に対して略平行に移動させた場合、即ち、目視する方向（Ｘ方向）に対して略垂直方向に
移動させた場合には、当該各画素行１５上に配置される画素７の並びの各画素７が該画素
７の中心を支点として基本画素１８から順に同じ回転角θを累積する回転パターンにて一
方向に回転するように形成されているため、虚像２３を目視する位置をＹ方向（図２参照
）に移動させると、虚像２３が、図８の（ａ）に示すように、僅かにＹ方向と反対方向（
図８の（ａ）中、矢印方向）に移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合
わせて該虚像２３の中心を支点として回転するように動いて見え、虚像２３を目視する位
置をＹ方向と反対方向（図２参照）に移動させると、虚像２３が、図８の（ｂ）に示すよ
うに、僅かにＹ方向（図８の（ｂ）中、矢印方向）に移動しながら移動する方向に位置す
る各画素７の回転に合わせて該虚像２３の中心を支点として回転するように動いて見える
。
【００３２】
なお、目視する位置を移動させた際に虚像２３が僅かに移動するのは、平凸レンズ状集光
素層３と画素層８との間に透明基板層５が積層されており、かつ、基準画素列１１と等距
離にある一組の他の画素列１２，１２が該各他の画素列１２，１２に対応する平凸レンズ
状集光素列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として外側へ向かってずれている
と共に、基準画素列１１より外側の他の画素列１２，１２ほどずれる幅が大きくなってい
るからである。
【００３３】
次に、虚像現出装飾体１を目視する方向を変更してＹ方向（図２参照）から目視した状態
で目視する位置を基準画素１０の真上に固定して目視した場合には、図２に示すように、
Ｘ方向より目視した場合における画素列１２が画素行となり、画素行１５が画素列となり
、基準画素列１１が基準画素行となり、基準画素行１４が基準画素列となり、平凸レンズ
状集光素列１３が平凸レンズ状集光素行となり、平凸レンズ状集光素行１６が平凸レンズ
状集光素列となり、画素行１５であった画素列と平凸レンズ状集光素行１６であった平凸
レンズ状集光素列及び画素列１２であった画素行と平凸レンズ状集光素列１３であった平
凸レンズ状集光素行は、Ｘ方向より目視した場合における画素列１２と平凸レンズ状集光
素列１３及び画素行１５と平凸レンズ状集光素行１６の位置関係と同様の位置関係にある
ので、図５の（ａ）に示すように、画素７の形状を変形した拡大された十字形の虚像２４
が基準画素１０を中心として平凸レンズ状集光素層３の手前（上方）に浮いて見える。
【００３４】
　さらに、虚像現出装飾体１を目視する方向をＹ方向（図２参照）に保持した状態で前記
虚像２４を目視する位置を前記画素行１５であった各画素列上に配置される画素の並び（
一方の画素の並び）に対して略平行に移動させた場合、即ち 視する方向（Ｙ方向）に
対して略平行方向に移動させた場合には、当該画素行１５であった各画素列上に配置され
る画素７の並びの各画素７が基本画素１８から順に該画素７の中心を支点として同じ回転
角θを累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成されているため、虚像２４
を目視する位置をＹ方向（図２参照）に移動させた場合には、虚像２３が、図９の（ａ）
に示すように、僅かにＹ方向と反対方向（図９の（ａ）中、矢印方向）に移動しながら移
動する方向に位置する各画素７の回転に合わせて該虚像２４の中心を支点として回転する
ように動いて見え、虚像２４を目視する位置をＹ方向と反対方向（図２参照）に移動させ
た場合には、虚像２４が、図９の（ｂ）に示すように、僅かにＹ方向（図９の（ｂ）中、
矢印方向）に移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合わせて該虚像２４
の中心を支点として回転するように動いて見える。
【００３５】
なお、目視する位置を移動させた際に虚像２４が僅かに移動するのは、平凸レンズ状集光

10

20

30

40

50

(10) JP 3952147 B2 2007.8.1

、目



素層３と画素層８との間に透明基板層５が積層されており、かつ、画素行１５であった画
素列と平凸レンズ状集光素行１６であった平凸レンズ状集光素列及び画素列１２であった
画素行と平凸レンズ状集光素列１３であった平凸レンズ状集光素行が、Ｘ方向より目視し
た場合における画素列１２と平凸レンズ状集光素列１３及び画素行１５と平凸レンズ状集
光素行１６の位置関係と同様の位置関係にあるからである。
【００３６】
また、画素列１２が平凸レンズ状集光素列１３に対して徐々にずれていくと共に、画素行
１５が平凸レンズ状集光素行１６に対して徐々にずれていくので、基準集光素９と基準画
素１０とからなる組から一定の間隔毎に再び画素７と平凸レンズ状集光素２とが重なり、
当該重なった画素７（基準画素１０）と平凸レンズ状集光素２（基準集光素９）が形成さ
れる。
【００３７】
従って、虚像現出装飾体１に一定の間隔毎に複数の基準画素１０が形成され、該各基準画
素１０を中心として複数の虚像２３，２４が現出する場合には、虚像２３，２４を目視す
る位置を移動させると、各虚像２３，２４は各虚像２３，２４毎に回転するように動いて
見える。
【００３８】
なお、画素７の形状は十字形に限らず、四角形、星形、ハート形、文字形、影絵様形等、
任意の形状が採用できる。
【００３９】
また、画素層８は、写真製版により画素を形成したフィルムであってもよく、スクリーン
印刷、オフセット印刷及び凸版印刷によっても形成することができる。さらに、画素７を
カラープリンタによって出力してもよい。
【００４０】
なお、前記回転角θは、透明基板４の厚み・材質、平凸レンズ状集光素層３を形成する線
数及び画素層８を形成する線数の条件によって決まる値であるが、 0.1 ≦回転角θ≦ 15.0
から適宜選択することが好ましい。
【００４１】
具体的には、例えば、厚さ１ mmの軟質透明基板４（透明基板層５）の表面に線数 35の紗体
にて平凸レンズ状集光素２を印刷した場合には、透明フィルム６に線数 34.1を満足する紗
体の升目のピッチにて整列させた各画素７を 0.2 ≦回転角θ≦ 15.0を満足する回転角（例
えば、 0.2, 0.5, 1.0, 5.0, 15.0）で回転させた画素配置からなる画素層８を形成すれば
よく、厚さ１ mmの硬質透明基板４（透明基板層５）の表面に線数 45の紗体にて平凸レンズ
状集光素２を印刷した場合には、透明フィルム６に線数 40を満足する紗体の升目のピッチ
にて整列させた各画素７を 0.5 ≦回転角θ≦ 15.0を満足する回転角（例えば、 0.5, 1.0, 
5.0, 15.0 ）で回転させた画素配置からなる画素層８を形成すればよく、厚さ 0.5mm の軟
質透明基板４（透明基板層５）の表面に線数 70の紗体にて平凸レンズ状集光素２を印刷し
た場合には、透明フィルム６に線数 45を満足する紗体の升目のピッチにて整列させた各画
素７を 0.5 ≦回転角θ≦ 5.0 を満足する回転角（例えば、 0.5, 1.0, 5.0 ）で回転させた
画素配置からなる画素層８を形成すればよく、厚さ５ mmの硬質透明基板４（透明基板層５
）の表面に線数 10の紗体にて平凸レンズ状集光素２を印刷した場合には、透明フィルム６
に線数 8 を満足する紗体の升目のピッチにて整列させた各画素７を 0.5 ≦回転角θ≦ 5.0 
を満足する回転角（例えば、 0.5, 1.0, 5.0 ）で回転させた画素配置からなる画素層８を
形成すればよい。
【００４２】
実施の形態２．
【００４３】
本実施の形態は前記実施の形態１の画素層の変形例であり、図１０は本実施の形態に係る
画素層の一変形例を示した図であり、図１０の（ａ）は変形例１に係る画素層を積層した
虚像現出装飾体の画素と平凸レンズ状集光素との位置関係を説明する平面図であり、図中
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、画素行及び画素列を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸レンズ状集光素行を点線、基
準線を一点鎖線にて示しており、図１０の（ｂ）は図１０の（ａ）に示す虚像現出装飾体
に現出する虚像の動きを示した平面図であり、図１０の（ｃ）は複数の虚像が現出した場
合の各虚像の動きを示した平面図である。図１１は本実施の形態に係る画素層の他の変形
例を示した図であり、図１１の（ａ）は変形例２に係る画素層を積層した虚像現出装飾体
の画素と平凸レンズ状集光素との位置関係を説明する平面図であり、図中、画素行及び画
素列を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸レンズ状集光素行を点線、基準線を一点鎖線
にて示しており、図１１の（ｂ）は図１１の（ａ）に示す虚像現出装飾体に現出する虚像
の動き示した平面図である。図１２は変形例３に係る画素層を積層した虚像現出装飾体の
画素と平凸レンズ状集光素との位置関係を説明する平面図であり、図中、画素行及び画素
列を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸レンズ状集光素行を点線、基準線を一点鎖線に
て示しており、図１３は図１２に示す虚像現出装飾体に現出する虚像の動き示した平面図
である。これらの図において、図１～図９と同一符号は同一又は相当部分を示している。
【００４４】
変形例１：本変形例に係る画素層は、図１０の（ａ）に示すように、三角形の画素２５が
前記実施の形態１と同様にして多数縦横に整列された画素配置をパーソナルコンピュータ
にて編集処理アプリケーションを用いて、各画素行１５上に配置される画素２５の並び（
一方の画素の並び）の各画素２５を、前記実施の形態１と同様に基準線１７上に位置する
画素列１２上に配置された画素２５の並び（他方の画素の並び）の各画素２５を基本画素
２６として該基本画素２６から順に該画素２５の重心（図１０の（ａ）中、画素行と画素
列の交点）を支点として同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転させると
共に、各画素行１５上に配置される画素２５の並び（一方の画素の並び）の各画素２５の
大きさが、基準線１７上に位置する画素列１２上に配置される画素２５の並びを一の画素
２５の並びとして該一の画素２５の並びからより遠くに離れた他の画素２５の並びに配置
される画素２５ほど小さくなるように編集処理を施した画素配置の画像データを得た後、
前記実施の形態１と同様にして透明フィルム６に各画素２５を出力して形成してなるもの
である。
【００４５】
なお、本変形例においては、一の画素の並びとして基準線１７上に位置する画素列１２上
に配置される画素２５の並びを選定したが、基準線１７上に位置する画素列１２上に配置
される画素２５の並びに限らず、任意の画素の並びを一の画素の並びを選定することがで
きる。
【００４６】
本変形例に係る画素層を積層した虚像現出装飾体１を前記実施の形態１と同様にして目視
すると、図１０の（ｂ）に示すように、画素２５の形状を変形した拡大された略三角形の
虚像２７が回転した画素２５とは上下左右が逆転した状態で基準画素１０を中心として平
凸レンズ状集光素層３の手前（上方）に浮いて見える。また、前記実施の形態１と同様に
目視する方向を保持した状態で目視する位置を各画素行１５上に配置される画素２５の並
び（一方の画素の並び）に対して略平行に移動させた場合には、虚像２７が、目視する位
置を移動させた方向と反対方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素２５
の回転に合わせて該虚像２７の重心を支点として回転するように動いて見える。
【００４７】
なお、虚像２７が回転した画素２５とは上下左右が逆転した状態で現出するのは、図１０
の（ａ）に示すように、回転した画素２５の形状が該画素２５の中心に対して点対称でな
く、また、基準画素行１４より下側に位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集
光素２に対応する画素２５の上側部分と重なっていると共に、基準画素行１４より上側に
位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応する画素２５の下側部分
と重なっているため、基準画素行１４より下側に位置する平凸レンズ状集光素２が画素２
５の上側部分を現出させる役割を果たすと共に、基準画素行１４より上側に位置する平凸
レンズ状集光素２が画素２５の下側部分を現出させる役割を果たし、かつ、基準画素列１
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１より右側に位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応する画素２
５の左側部分と重なっていると共に、基準画素列１１より左側に位置する平凸レンズ状集
光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応する画素２５の右側部分と重なっているため、基
準画素列１１より右側に位置する平凸レンズ状集光素２が画素２５の左側部分を現出させ
る役割を果たすと共に、基準画素列１１より左側に位置する平凸レンズ状集光素２が画素
２５の右側部分を現出させる役割を果たすからである。
【００４８】
また、本変形例に係る画素層を透明基板層の裏面に積層させた際に、基準画素１０が多数
形成される場合には、当該画素層に形成された各画素２５の大きさが前記一の画素２５の
並びからより遠くに離れた他の画素２５の並びに配置される画素ほど小さくなっているの
で、図１０の（ｃ）に示すように、当該一の画素２５の並びから離れた位置に形成される
基準画素１０を中心として現出する虚像２７ほど小さくなる。そして、前記実施の形態１
と同様に虚像２７を目視する位置を移動させると、各虚像２７は各虚像２７毎に回転する
ように動いて見える。
【００４９】
変形例２：本変形例に係る画素層は、図１１の（ａ）に示すように、魚形状の画素２８が
前記実施の形態１と同様にして多数縦横に整列された画素配置をパーソナルコンピュータ
にて編集処理アプリケーションを用いて、各画素行１５上に配置される画素２８の並び（
一方の画素の並び）の各画素２８を、前記実施の形態１と同様に基準線１７上に位置する
画素列１２上に配置された画素２８の並び（他方の画素の並び）の各画素２８を基本画素
２９として該基本画素２９から順に該魚形状の画素２８から一定間隔離れた位置にある一
点、即ち、画素２８の外部にある一点を支点として同じ回転角θを累積する回転パターン
にて一方向に回転させるように編集処理を施した画素配置の画像データを得た後、前記実
施の形態１と同様にして透明フィルム６に各画素２８を出力して形成してなるものである
。
【００５０】
本変形例に係る画素層を積層した虚像現出装飾体１を前記実施の形態１と同様にして目視
すると、図１１の（ｂ）に示すように、画素２８の形状を変形した拡大された魚形状の虚
像３０が画素２８とは上下左右が逆転した状態で基準画素１０を中心として平凸レンズ状
集光素層３の手前（上方）に浮いて見える。また、前記実施の形態１と同様に目視する方
向を保持した状態で目視する位置を各画素行１５上に配置される画素２８の並び（一方の
画素の並び）に対して略平行に移動させた場合には、虚像３０が、目視する方向を移動さ
せた方向と反対方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素３０の回転に合
わせて該虚像３０から一定間隔離れた位置にある一点、即ち、該虚像３０の外部にある一
点を支点として回転するように動いて見える。
【００５１】
なお、虚像３０が画素２８とは上下左右が逆転した状態で現出するのは、図１１の（ａ）
に示すように、画素２８の形状が該画素２８の中心に対して点対称でなく、また、基準画
素行１４より下側に位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応する
画素２８の上側部分（背びれ部分）と重なっていると共に、基準画素行１４より上側に位
置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応する画素２８の下側部分（
腹部分）と重なっているため、基準画素行１４より下側に位置する平凸レンズ状集光素２
が画素２８の上側部分を現出させる役割を果たすと共に、基準画素行１４より上側に位置
する平凸レンズ状集光素２が画素２８の下側部分を現出させる役割を果たし、かつ、基準
画素列１１より右側に位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応す
る画素２８の左側部分（頭部分）と重なっていると共に、基準画素列１１より左側に位置
する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応する画素２８の右側部分（尾
びれ部分）と重なっているため、基準画素列１１より右側に位置する平凸レンズ状集光素
２が画素２８の左側部分を現出させる役割を果たすと共に、基準画素列１１より左側に位
置する平凸レンズ状集光素２が画素２８の右側部分を現出させる役割を果たすからである
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。
【００５２】
また、本変形例においても、複数の虚像３０が現出する場合に目視する位置を移動させる
と、各虚像３０は各虚像３０毎に回転するように動いて見える。
【００５３】
変形例３：本変形例に係る画素層は、図１２に示すように、鍵穴形の画素３１が前記実施
の形態１と同様にして多数縦横に整列された画素配置をパーソナルコンピュータにて編集
処理アプリケーションを用いて、各画素行１５上に配置される画素３１の並び（一方の画
素の並び）の各画素３１を、前記実施の形態１と同様に基準線１７上に位置する画素列１
２上に配置された画素３１の並び（他方の画素の並び）の各画素３１を基本画素３２とし
て該基本画素３２から順に該鍵穴形の画素３１の円形部分の中心、即ち、画素３１全体の
中心からずれた位置にある一点（図１２の（ａ）中、画素行と画素列の交点）を支点とし
て同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転させるように編集処理を施した
画素配置の画像データを得た後、前記実施の形態１と同様にして透明フィルム６に各画素
３１を出力して形成してなるものである。
【００５４】
本変形例に係る画素層を積層した虚像現出装飾体１を前記実施の形態１と同様にして目視
すると、図１３に示すように、画素３１の形状を変形した拡大された鍵穴形状の虚像３３
が回転した画素３１とは上下左右が逆転した状態で基準画素１０を中心として平凸レンズ
状集光素層３の手前（上方）に浮いて見える。また、前記実施の形態１と同様に目視する
方向を保持した状態で目視する位置を各画素行１５上に配置される画素３１の並び（一方
の画素の並び）に対して略平行に移動させた場合には、虚像３３が、目視する位置を移動
させた方向と反対方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素３１の回転に
合わせて当該虚像３３の円形部分の中心を支点として回転するように動いて見える。
【００５５】
なお、虚像３３が回転した画素３１とは上下左右が逆転した状態で現出するのは、図１２
のに示すように、回転した画素３１の形状が該画素３１の中心に対して点対称でなく、ま
た、基準画素行１４より下側に位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２
に対応する画素３１の上側部分（円形部分から突出した部分）と重なっていると共に、基
準画素行１４より上側に位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応
する画素３１の下側部分（円形部分）と重なっているため、基準画素行１４より下側に位
置する平凸レンズ状集光素２が画素３１の上側部分を現出させる役割を果たすと共に、基
準画素行１４より上側に位置する平凸レンズ状集光素２が画素３１の下側部分を現出させ
る役割を果し、かつ、基準画素列１１より右側に位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸
レンズ状集光素２に対応する画素３１の左側部分と重なっていると共に、基準画素列１１
より左側に位置する平凸レンズ状集光素２が該平凸レンズ状集光素２に対応する画素３１
の右側部分と重なっているため、基準画素列１１より右側に位置する平凸レンズ状集光素
２が画素３１の左側部分を現出させる役割を果たすと共に、基準画素列１１より左側に位
置する平凸レンズ状集光素２が画素３１の右側部分を現出させる役割を果たすからである
。
【００５６】
また、本変形例においても、複数の虚像３３が現出する場合に目視する位置を移動させる
と、各虚像３３は各虚像３３毎に回転するように動いて見える。
【００５７】
実施の形態３．
【００５８】
図１４は本実施の形態における虚像現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図であり、平
凸レンズ状集光素と画素とが上下において最も重なっている箇所を通って切断されている
。図１５は図１４に示す虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を説明
する平面図であり、図中、画素列及び画素行を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸レン
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ズ状集光素行を点線、基準線を一点鎖線にて示している。図１６は図１４に示す虚像現出
装飾体における画素層の画素配置を説明する図であり、図中、回転前の画素、画素列及び
画素行を点線、回転後の画素を実線、基準線を一点鎖線にて示している。図１７は図１５
に示す虚像現出装飾体を目視した場合に現出する虚像を説明する図であり、図１７の（ａ
）は目視する位置を基準画素の真上に固定して目視した場合を示した説明図であり、図１
７の（ｂ）は図１５に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した状態で目視する位置を各
画素行上に配置された画素の並びに対して略平行方向に移動させた場合を示した説明図で
ある。図１８は図１５に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合に現出する虚像を
左目で目視した後に右目で目視したときの画像のずれを説明する平面図であり、図１８の
（ａ）は左目で目視したときの画像を示し、図１８の（ｂ）は右目で目視したときの画像
を示している。図１９は図１５に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合に現出す
る虚像を右目で目視した後に左目で目視したときの画像のずれを説明する平面図であり、
図１９の（ａ）は右目で目視したときの画像を示し、図１９の（ｂ）は左目で目視したと
きの画像を示している。図２０は図１５に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合
に現出する虚像の動きを説明する平面図であり、図２０の（ａ）は虚像を目視する位置を
図１５に示す虚像現出装飾体におけるＹ方向に移動させた場合の該虚像の動きを示した平
面図であり、図２０の（ｂ）は虚像を目視する位置を図１５に示す虚像現出装飾体におけ
るＹ方向と反対方向に移動させた場合の該虚像の動きを示した平面図である。図２１は図
１５に示す虚像現出装飾体をＹ方向から目視した場合に現出する虚像の動きを説明する平
面図であり、図２１の（ａ）は虚像を目視する位置を図１５に示す虚像現出装飾体におけ
るＹ方向に移動させた場合の該虚像の動きを示した平面図であり、図２１の（ｂ）は虚像
を目視する位置を図１５に示す虚像現出装飾体におけるＹ方向と反対方向に移動させた場
合の該虚像の動きを示した平面図である。これらの図において図１～図１３と同一符号は
同一又は相当部分を示している。
【００５９】
本実施の形態に係る虚像現出装飾体３４は、図１４に示すように、透明基板４からなる透
明基板層５と、該透明基板層５の表面に積層された前記実施の形態１と同様にして平凸レ
ンズ状集光素２を印刷してなる平凸レンズ状集光素層３と、透明基板層５の裏面に積層さ
れた画素７を多数縦横に整列させた画素層８とから構成されおり、平凸レンズ状集光素層
３と画素層８とは、図１５に示すように、平凸レンズ状集光素２と画素７とが上下におい
て最も重なる基準集光素９と基準画素１０とからなる組を有し、基準画素１０を含む基準
画素列１１と等距離にある一組の他の画素列１２，１２が該他の画素列１２，１２に対応
する平凸レンズ状集光素列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として内側に向か
ってずれていると共に、基準画素列１１より外側の画素列１２，１２ほどずれる幅が大き
くなり、かつ、基準画素１０を含む基準画素行１４と等距離にある一組の他の画素行１５
，１５が該他の画素行１５，１５に対応する平凸レンズ状集光素行１６，１６に対して基
準画素行１４を中心軸として内側に向かって前記画素列１２，１２におけるずれ幅と同じ
ずれ幅でずれていると共に、基準画素行１４より外側の画素行１５，１５ほどずれる幅が
大きくなるように配置されている。
【００６０】
画素層８は、図１５に示すように、平凸レンズ状集光素層３を形成した紗体の線数を超え
る線数からなる紗体を形成する紗線によってできる升目を単位として該升目のピッチと同
一ピッチで十字形の画素７が僅かに傾けた状態で多数縦横に整列された画素配置をパーソ
ナルコンピュータにて編集処理アプリケーションを用いて、図１６に示すように、各画素
行１５上に配置される画素７の並び（一方の画素の並び）と直交した基準線１７の最も近
くに位置する画素列１２上に配置される画素７の並び（他の画素の並び）の各画素７を基
本画素１８とした外は、前記実施の形態１と同様にして編集処理を施した画素配置の画像
データを得た後、前記実施の形態１と同様にして透明基板層５の裏面に各画素７を出力し
て形成してなるものである。
【００６１】
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本実施の形態に係る虚像現出装飾体３４を、図１７の（ａ）に示すように、Ｘ方向（図１
５参照）から目視した状態で目視する位置を基準画素１０の真上に固定して片目ずつで目
視した場合には、図１５に示すように、Ｘ方向に対して平行な基準画素列１１と等距離に
ある一組の他の画素列１２，１２が該各他の画素列１２，１２に対応する平凸レンズ状集
光素列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として内側へ向かってずれていると共
に、基準画素列１１より外側の他の画素列１２，１２ほどずれる幅が大きくなっているの
で、左目１９で目視したときに見えた画像３５（図１８の（ａ）参照）が右目２１で目視
したときには右方向（図１８の（ｂ）参照）にずれ、また、右目２１で目視したときに見
えた画像３６（図１９の（ａ）参照）が左目１９で目視したときには左方向（図１９の（
ｂ）参照）にずれる。即ち、虚像現出装飾体３４を左目１９のみで目視したときに見える
画像３５と右目２１のみで目視したときに見える画像３６との位置関係を比べると、図１
７の（ａ）に示すように、目線が交差しないようにずれて画像３５，３６が現れており、
この画像３５，３６のずれにより、画素７の形状を変形した拡大された十字形の虚像３７
が基準画素１０を中心として平凸レンズ状集光素層３の奥（下方）に沈んで見える。
【００６２】
　さらに、虚像現出装飾体３４を目視する方向を 方向（図１５参照）に保持した状態で
前記虚像３７を目視する位置を各画素行１５上に配置される画素７の並び（一方の画素の
並び）に対して略平行に移動させた場合（図１７の（ｂ）参照）には、各画素行１５上に
配置される画素７の並びの各画素７が該画素７の中心を支点として基本画素１８から順に
同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成されているため、
虚像３７を目視する位置をＹ方向（図１５参照）に移動させると、虚像３７が、図２０の
（ａ）に示すように、僅かにＹ方向（図２０の（ａ）中、矢印方向）に移動しながら移動
する方向に位置する各画素７の回転に合わせて該虚像３７の中心を支点として回転するよ
うに動いて見え、虚像３７を目視する位置をＹ方向と反対方向（図１５参照）に移動させ
ると、虚像３７が、図２０の（ｂ）に示すように、僅かにＹ方向と反対方向（図２０の（
ｂ）中、矢印方向）に移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合わせて該
虚像３７の中心を支点として回転するように動いて見える。
【００６３】
なお、目視する位置を移動させた際に虚像３７が僅かに移動するのは、平凸レンズ状集光
素層３と画素層８との間に透明基板層５が積層されており、かつ、基準画素列１１と等距
離にある一組の他の画素列１２，１２が該各他の画素列１２，１２に対応する平凸レンズ
状集光素列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として内側へ向かってずれている
と共に、基準画素列１１より外側の他の画素列１２，１２ほどずれる幅が大きくなってい
るからである。
【００６４】
次に、虚像現出装飾体３４を目視する方向を変更してＹ方向（図１５参照）から目視した
状態で目視する位置を基準画素１０の真上に固定して目視した場合には、図１５に示すよ
うに、Ｘ方向より目視した場合における画素列１２が画素行となり、画素行１５が画素列
となり、基準画素列１１が基準画素行となり、基準画素行１４が基準画素列となり、平凸
レンズ状集光素列１３が平凸レンズ状集光素行となり、平凸レンズ状集光素行１６が平凸
レンズ状集光素列となり、画素行１５であった画素列と平凸レンズ状集光素行１６であっ
た平凸レンズ状集光素列及び画素列１２であった画素行と平凸レンズ状集光素列１３であ
った平凸レンズ状集光素行は、Ｘ方向より目視した場合における画素列１２と平凸レンズ
状集光素列１３及び画素行１５と平凸レンズ状集光素行１６の位置関係と同様の位置関係
にあるため、図１７の（ａ）に示すように、画素７の形状を変形した拡大された十字形の
虚像３８が基準画素１０を中心として平凸レンズ状集光素層３の奥（下方）に沈んで見え
る。
【００６５】
さらに、虚像現出装飾体３４を目視する方向をＹ方向（図１５参照）に保持した状態で前
記虚像３８を目視する位置を前記画素行１５であった各画素列上に配置される画素７の並
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び（一方の画素の並び）に対して略平行に移動させた場合には、当該画素行１５であった
各画素列上に配置される画素７の並びの各画素７が基本画素１８から順に該画素７の中心
を支点として同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成され
ているため、虚像３８を目視する位置をＹ方向（図１５参照）に移動させると、虚像３８
が、図２１の（ａ）に示すように、僅かにＹ方向（図２１の（ａ）中、矢印方向）に移動
しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合わせて該虚像３８の中心を支点とし
て回転するように動いて見え、虚像３８を目視する位置をＹ方向と反対方向（図１５参照
）に移動させると、虚像３８が、図２１の（ｂ）に示すように、僅かにＹ方向と反対方向
（図２１の（ｂ）中、矢印方向）に移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転
に合わせて該虚像３８の中心を支点として回転するように動いて見える。
【００６６】
なお、目視する位置を移動させた際に虚像３８が僅かに移動するのは、平凸レンズ状集光
素層３と画素層８との間に透明基板層５が積層されており、かつ、画素行１５であった画
素列と平凸レンズ状集光素行１６であった平凸レンズ状集光素列及び画素列１２であった
画素行と平凸レンズ状集光素列１３であった平凸レンズ状集光素行が、Ｘ方向より目視し
た場合における画素列１２と平凸レンズ状集光素列１３及び画素行１５と平凸レンズ状集
光素行１６の位置関係と同様の位置関係にあるからである。
【００６７】
本実施の形態においても、複数の虚像３７，３８が現出する場合に目視する位置を移動さ
せると、各虚像３７，３８は各虚像３７，３８毎に回転するように動いて見える。
【００６８】
具体的には、例えば、厚さ１ mmの軟質透明基板４（透明基板層５）の表面に線数 35の紗体
にて平凸レンズ状集光素２を印刷した場合には、透明フィルム６に線数 36を満足する紗体
の升目のピッチにて整列させた各画素７を 0.2 ≦回転角θ≦ 15.0を満足する回転角（例え
ば、 0.2, 0.5, 1.0, 5.0, 15.0）で回転させた画素配置からなる画素層８を形成すればよ
く、厚さ１ mmの硬質透明基板４（透明基板層５）の表面に線数 45の紗体にて平凸レンズ状
集光素２を印刷した場合には、透明フィルム６に線数 50を満足する紗体の升目のピッチに
て整列させた各画素７を 0.5 ≦回転角θ≦ 15.0を満足する回転角（例えば、 0.5, 1.0, 5.
0, 15.0 ）で回転させた画素配置からなる画素層８を形成すればよく、厚さ 0.5mm の軟質
透明基板４（透明基板層５）の表面に線数 70の紗体にて平凸レンズ状集光素２を印刷した
場合には、透明フィルム６に線数 140 を満足する紗体の升目のピッチにて整列させた各画
素７を 0.1 ≦回転角θ≦ 5.0 を満足する回転角（例えば、 0.1, 0.2, 0.5, 1.0, 5.0 ）で
回転させた画素配置からなる画素層８を形成すればよく、厚さ５ mmの硬質透明基板４（透
明基板層５）の表面に線数 10の紗体にて平凸レンズ状集光素２を印刷した場合には、透明
フィルム６に線数 12を満足する紗体の升目のピッチにて整列させた各画素７を 0.5 ≦回転
角θ≦ 5.0 を満足する回転角（例えば、 0.5, 1.0, 5.0 ）で回転させた画素配置からなる
画素層８を形成すればよい。
【００６９】
実施の形態４．
【００７０】
本実施の形態は前記実施の形態３における画素層の変形例であり、図２２は本実施の形態
に係る画素層の一変形例を示した図であり、図中、基準線を一点鎖線、画素列及び画素行
を点線にて示している。図２３は図２２に示す画素層を積層した虚像現出装飾体における
平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を説明する平面図であり、図中、画素列及び画素
行を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸レンズ状集光素行を点線、基準線を一点鎖線に
て示している。図２４は図２３に示す虚像現出装飾体を目視した場合において現出する虚
像の動きを説明する平面図である。図２５は本実施の形態に係る画素層の他の変形例を示
した平面図であり、図中、基準線を一点鎖線、画素列及び画素行を点線にて示している。
図２６は本実施の形態に係る画素層の他の変形例を示した平面図であり、図中、基準線を
一点鎖線、画素列及び画素行を点線にて示している。図２７は本実施の形態に係る画素層
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の他の変形例を示した平面図であり、図中、基準線を一点鎖線、画素列及び画素行を点線
にて示している。図２８は図２７に示す虚像現出装飾体を目視した場合に現出する虚像の
動きを説明する平面図である。図２９は本実施の形態に係る画素層の他の変形例を示した
平面図であり、図中、基準線を一点鎖線、画素列及び画素行を点線にて示している。これ
らの図において図１～図２１と同一符号は同一又は相当部分を示している。
【００７１】
変形例１：本変形例に係る画素層８の画素は二種類からなり、図２２に示すように、十字
形の画素７と四角形の画素３９とを上下左右に交互に配置するパターンで配置した外は、
前記実施の形態３と同様にして各画素７，３９が多数縦横に整列された画素配置をパーソ
ナルコンピュータにて編集処理アプリケーションを用いて、各画素行１５上に交互に配置
される画素７及び画素３９の並び（一方の画素の並び）と直交した基準線１７上に位置す
る画素列１２上に交互に配置される画素７及び画素３９の並び（他方の画素の並び）の各
画素７及び各画素３９をそれぞれ基本画素１８及び基本画素４０とし、各画素行１５上に
交互に配置される画素７及び画素３９の並び（一方の画素の並び）の各画素７，３９を基
本画素１８又は基本画素４０から順に該画素７，３９の中心（図２２中、画素行と画素列
の交点）を支点として同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転するように
、即ち、各画素行１５上に交互に配置される画素７及び画素３９の並びにおいて基本画素
１８の隣の画素である一個目の画素３９の回転角θ 1  がθとなり、該一個目の画素３９の
隣の画素である一個目の画素７の回転角θ 2  が２θとなり、該一個目の画素７の隣の画素
である二個目の画素３９の回転角θ 3  が３θとなり、該二個目の画素３９の隣の画素であ
る二個目の画素７の回転角θ 4  が４θとなり、以下、同様にｎ個目の画素３９の回転角θ

2 n - 1が（２ｎ－１）θ並びにｎ個目の画素７の回転角θ 2 nが２ｎθとなるように回転させ
ると共に、基本画素４０の隣の画素である一個目の画素７の回転角θ '1がθとなり、該一
個目の画素７の隣の画素である一個目の画素３９の回転角θ '2が２θとなり、該一個目の
画素３９の隣の画素である二個目の画素７の回転角θ '3が３θとなり、該二個目の画素７
の隣の画素である二個目の画素３９の回転角θ '4がθとなり、以下、同様にｎ個目の画素
７の回転角θ '2 n - 1  が（２ｎ－１）θ並びにｎ個目の画素３９の回転角θ '2 n  が２ｎθと
なるように回転させる編集処理を施した画素配置の画像データを得た後、前記実施の形態
３と同様にして透明基板層５の裏面に各画素７，３９を出力して形成してなるものである
。
【００７２】
そして、図２３に示すように、本変形例に係る画素層８を積層した虚像現出装飾体３４に
おいては、平凸レンズ状集光素層３と画素層８とが、平凸レンズ状集光素２と十字形の画
素７とが上下において最も重なる基準集光素９と基準画素１０とからなる組を有する外は
、前記実施の形態３と同様の位置関係になるように配置されている
【００７３】
本実施の形態に係る虚像現出装飾体を前記実施の形態３と同様にして目視すると、図２４
に示すように、基準画素１０を中心として十字形の画素７を変形した拡大された虚像３７
が現出すると共に、基準画素１０の隣の画素３９を中心として四角形の画素３９を変形し
た拡大された虚像４１が現出するので、虚像３７と虚像４１とが重なった状態の虚像４２
が平凸レンズ状集光素層３の奥（下方）に沈んで見える。また、前記実施の形態３と同様
に目視する方向を保持した状態で虚像４２を目視する位置を移動させた場合には、虚像４
２が、目視する位置を移動させた方向と同一方向に僅かに移動しながら移動する方向に位
置する各画素７，３９の回転に合わせて該虚像４２の中心を支点として回転するように動
いて見える。
【００７４】
また、本変形例に係る画素層８を透明基板層５の裏面に積層させた際に、基準集光素９及
び基準画素１０が多数形成される場合に目視する位置を移動させると、各虚像４２は各虚
像４２毎に回転するように動いて見える。
【００７５】
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変形例２：本変形例に係る画素層８の画素も二種類からなり、図２５に示すように、十字
形の画素７と四角形の画素３９とを上下左右に交互に配置するパターンで配置した外は、
前記実施の形態３と同様にして各画素７，３９が多数縦横に整列された画素配置をパーソ
ナルコンピュータにて編集処理アプリケーションを用いて、基準線１７の最も近くに位置
する画素列１２及び該最も近くに位置する画素列１２の次に基準線１７の近くに位置する
画素列１２上に交互に配置される画素７及び画素３９の並び（他方の画素の並び）の各画
素７及び各画素３９をそれぞれ基本画素１８及び基本画素４０とし、各画素行１５上に交
互に配置される画素７及び画素３９の並び（一方の画素の並び）の各画素７を基本画素１
８から順に該画素７の中心（図２５中、画素行と画素列の交点）を支点として同じ回転角
θを累積する回転パターンにて一方向に回転させると共に、当該各画素行１５上に交互に
配置される画素７及び画素３９の並びの各画素３９を基本画素４０から順に該画素３９の
中心（図２４中、画素行と画素列の交点）を支点として前記同じ回転角θを累積する回転
パターンにて一方向に回転するように、即ち、各画素行１５上に交互に配置される画素７
及び画素３９の並びにおいて基本画素１８の二つ隣の画素である一個目の画素７の回転角
θ 1  がθとなり、該一個目の画素７の二つ隣の画素である二個目の画素７の回転角θ 2  が
２θとなり、以下、同様にｎ個目の画素７の回転角θ n  がｎθとなるように回転させると
共に、基本画素４０の二つ隣の画素である一個目の画素３９の回転角θ '1がθとなり、該
一個目の画素３９の二つ隣の画素である二個目の画素３９の回転角θ '2が２θとなり、以
下、同様にｎ個目の画素３９の回転角θ ' n  がｎθとなるように編集処理を施した画素配
置の画像データを得た後、前記実施の形態３と同様にして透明基板層５の裏面に各画素７
，３９を出力して形成してなるものである。
【００７６】
本変形例に係る画素層８を積層した虚像現出装飾体においても前記変形例１と同様の作用
・効果を得ることができる。
【００７７】
変形例３：本変形例に係る画素層８の画素も二種類からなり、図２６のに示すように、十
字形の画素７と四角形の画素３９とを横方向において交互となり、縦方向において同一と
なるパターンで配置した外は、前記実施の形態３と同様にして各画素７，３９が多数縦横
に整列された画素配置をパーソナルコンピュータにて編集処理アプリケーションを用いて
、各画素行１５上に交互に配置される画素７及び画素３９の並び（一方の画素の並び）と
直交した基準線１７上に位置する画素列１２上に配置される画素７の並び（他方の画素の
並び）の各画素７を基本画素１８とし、各画素行１５上に交互に配置される画素７及び画
素３９の並びの各画素７，３９を基本画素１８から順に該画素７，３９の中心（図２６中
、画素行と画素列の交点）を支点として同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向
に回転するように、即ち、各画素行１５上に交互に配置される画素７及び画素３９の並び
において基本画素１８の隣の画素である一個目の画素３９の回転角θ 1  がθとなり、該一
個目の画素３９の隣の画素である一個目の画素７の回転角θ 2  が２θとなり、該一個目の
画素７の隣の画素である二個目の画素３９の回転角θ 3  が３θとなり、該二個目の画素３
９の隣の画素である二個目の画素７の回転角θ 4  が４θとなり、以下、同様にｎ個目の画
素７の回転角θ 2 nが２ｎθ並びにｎ個目の画素３９の回転角θ 2 n - 1が（２ｎ－１）θとな
るように回転させる編集処理を施した画素配置の画像データを得た後、前記実施の形態３
と同様にして透明基板層５の裏面に各画素７，３９を出力して形成してなるものである。
【００７８】
本変形例に係る画素層８を積層した虚像現出装飾体においても前記変形例１と同様の作用
・効果を得ることができる。
【００７９】
変形例４：本変形例に係る画素層８の画素も二種類からなり、図２７のに示すように、四
角形の画素４３と該画素４３に収まる大きさの笑顔形状の画素４４とを上下左右に交互に
配置するパターンで配置した外は、前記実施の形態３と同様にして多数縦横に整列された
画素配置をパーソナルコンピュータにて編集処理アプリケーションを用いて、各画素行１
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５上に交互に配置される画素４３及び画素４４の並び（一方の画素の並び）と直交した基
準線１７上に位置する画素列１２上に交互に配置される画素４３及び画素４４の並び（他
方の画素の並び）の各画素４４を基本画素４５とすると共に、該基準線１７上に位置する
画素列１２の隣（図２７中、右隣）に位置する画素列１２上に交互に配置される画素４３
及び僅かに傾いた画素４４の並び（他方の画素の並び）の僅かに傾いた各画素４４を基本
画素４６とし、各画素行１５上に交互に配置される画素４３及び画素４４の並びの各画素
４４を基本画素４５又は基本画素４６から順に該画素４４の中心（図２７中、画素行と画
素列の交点）を支点として同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転するよ
うに、即ち、基本画素４５を含む各画素行１５上に交互に配置される画素４３及び画素４
４の並びにおいて基本画素４５の二つ隣の画素である一個目の画素４４の回転角θ 1  がθ
となり、該一個目の画素４４の二つ隣の画素である二個目の画素４４の回転角θ 2  が２θ
となり、以下、同様にｎ個目の画素４４の回転角θ n  がｎθとなるように回転させると共
に、基本画素４６を含む各画素行１５上に交互に配置される画素４３及び画素４４の並び
において基本画素４６の二つ隣の画素である一個目の画素４４の回転角θ 1  がθとなり、
該一個目の画素４４の二つ隣の画素である二個目の画素４４の回転角θ 2  が２θとなり、
以下、同様にｎ個目の画素４４の回転角θ n  がｎθとなるように回転させる編集処理を施
した画素配置の画像データを得た後、前記実施の形態３と同様にして透明基板層５の裏面
に各画素７，３９を出力して形成してなるものである。
【００８０】
本変形例に係る画素層８を積層した虚像現出装飾体を前記実施の形態３と同様にして目視
すると、図２８に示すように、四角形の画素４３の拡大虚像４７と笑顔形状の画素４４を
変形した拡大虚像４８とが重なった状態の虚像４９が平凸レンズ状集光素層３の奥（下方
）に沈んで見える。また、前記実施の形態３と同様に目視する方向を保持した状態で虚像
４９を目視する位置を移動させた場合には、当該重なった状態の虚像４９が、目視する位
置を移動させた方向と同一方向に僅かに移動すると共に、当該虚像４８が前記虚像４９が
移動する方向に位置する各画素４４の回転に合わせて該虚像４９の中心を支点として虚像
４７に収まった状態を保持しながら回転するように動いて見える。
【００８１】
変形例５：図２９の（ａ）に示す画素層８の画素は三種類からなり、十字形の画素７、三
角形の画素２５及び四角形の画素３９を上下左右に交互に配置するパターンで配置して多
数縦横に整列させた画素配置に本実施の形態における前記変形例１と同様の編集処理を施
した画素配置の画像データを得た後、前記実施の形態３と同様にして透明基板層５の裏面
に各画素７，２５，３９を出力して形成されるものであり、図２９の（ｂ）に示す画素層
８は、十字形の画素７、三角形の画素２５及び四角形の画素３９を横方向において交互と
なり、縦方向において同一となるパターンで多数縦横に整列させた画素配置に本実施の形
態における前記変形例３と同様の編集処理を施した画素配置の画像データを得た後、前記
実施の形態３と同様にして透明基板層５の裏面に各画素７，２５，３９を出力して形成さ
れるものである。
【００８２】
このように、複数種類の画素からなる画素層８は、種類の異なる各画素を均等に分散させ
て同一パターンで繰り返されるように形成すればよい。
【００８３】
本変形例に係る画素層８を積層した虚像現出装飾体３４を目視すると、３種類の画素７，
２５，３９を変形した三つの拡大虚像が重なった状態の虚像が現出し、重なった状態の虚
像を目視する位置を移動させた場合には、当該重なった状態の虚像が、目視する位置を移
動させた方向と同一方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素７，２５，
３９の回転に合わせて該重なった状態の虚像の中心を支点として回転するように動いて見
える。
【００８４】
実施の形態５．
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【００８５】
図３０は本実施の形態に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を
説明する平面図であり、図中、画素列及び画素行を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸
レンズ状集光素行を点線、基準線を一点鎖線にて示している。図３１は図３０に示す虚像
現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図であり、図３１の（ａ）は図３０に示す虚像現
出装飾体のＡ－Ａ断面図であり、図３１の（ｂ）は図３０に示す虚像現出装飾体のＢ－Ｂ
断面図である。図３２は図３０に示す虚像現出装飾体に現出する虚像を示した平面図であ
り、図３２の（ａ）は図３０に示す虚像現出装飾体をＸ方向より目視した場合に現出する
虚像の動きを説明する平面図であり、図３２の（ｂ）は図３０に示す虚像現出装飾体をＹ
方向より目視した場合に現出する虚像の動きを説明する平面図である。これらの図におい
て図１～図２９と同一符号は同一又は相当部分を示している。
【００８６】
図３１の（ａ）及び図３１の（ｂ）に示すように、本実施の形態に係る虚像現出装飾体５
０は、透明基板４からなる透明基板層５と、該透明基板層５の表面に前記実施の形態１と
同様にして平凸レンズ状集光素２を印刷してなる平凸レンズ状集光素層３と、透明フィル
ム６に画素７を縦横において異なるピッチとなるように多数整列させて形成してなる画素
層５１とから構成されおり、平凸レンズ状集光素層３と画素層５１とは、図３０に示すよ
うに、平凸レンズ状集光素２と画素７とが上下において最も重なる基準集光素９と基準画
素１０とからなる組を有し、基準画素１０を含む基準画素列１１と等距離にある一組の他
の画素列１２，１２が該他の画素列１２，１２に対応する平凸レンズ状集光素列１３，１
３に対して基準画素列１１を中心軸として内側に向かってずれていると共に、基準画素列
１１より外側の画素列１２，１２ほどずれる幅が大きくなり、かつ、基準画素１０を含む
基準画素行１４と等距離にある一組の他の画素行１５，１５が該他の画素行１５，１５に
対応する平凸レンズ状集光素行１６，１６に対して基準画素行１４を中心軸として外側に
向かってずれていると共に、基準画素行１４より外側の画素行１５，１５ほどずれる幅が
大きくなるように配置されている。
【００８７】
なお、本実施の形態おいては、透明フィルム６と該透明フィルム６に形成された画素７と
を合わせて画素層５１という。
【００８８】
画素層５１は、図３０に示すように、パーソナルコンピュータにて編集処理アプリケーシ
ョンを用いて、縦方向の画素７のピッチを平凸レンズ状集光素層３を形成した紗体の線数
から所定線数引いた近い線数からなる紗体を形成する紗線によってできる升目を単位とし
て該升目のピッチと同一ピッチとし、横方向の画素７のピッチを平凸レンズ状集光素層３
を形成した紗体の線数に所定線数足した近い線数からなる紗体を形成する紗線によってで
きる升目を単位として該升目のピッチと同一ピッチとして画素７を多数縦横に整列させた
画素配置とした外は、前記実施の形態１と同様にして編集処理を施した画素配置の画像デ
ータを得た後、前記実施の形態１と同様にして透明フィルム６に各画素７を出力して形成
してなるものである。
【００８９】
本実施の形態に係る虚像現出装飾体５０をＸ方向（図３０参照）から目視した状態で目視
する位置を基準画素１０の真上に固定して目視した場合には、Ｘ方向に対して平行な基準
画素列１１と等距離にある一組の他の画素列１２，１２が該各他の画素列１２，１２に対
応する平凸レンズ状集光素列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として内側へ向
かってずれていると共に、基準画素列１１より外側の他の画素列１２，１２ほどずれる幅
が大きくなっているので、画素７の形状を変形した拡大された虚像５２が基準画素１０を
中心として平凸レンズ状集光素層３の奥（下方）に沈んで見える。
【００９０】
さらに、虚像現出装飾体５０を目視する方向をＸ方向（図３０参照）に保持した状態で前
記虚像５２を目視する位置を各画素行１５上に配置される画素７の並び（一方の画素の並
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び）に対して略平行に移動させた場合には、各画素行１５上に配置される画素７の並びの
各画素７が該画素７の中心を支点として基本画素１８から順に同じ回転角θを累積する回
転パターンにて一方向に回転するように形成されているため、虚像５２が、図３２の（ａ
）に示すように、目視する位置を移動させた方向と同一方向に僅かに移動しながら移動す
る方向に位置する各画素７の回転に合わせて該虚像５２の中心を支点として回転するよう
に動いて見える。
【００９１】
次に、虚像現出装飾体５０を目視する方向を変更してＹ方向（図３０参照）から目視した
状態で目視する位置を基準画素１０の真上に固定して目視した場合には、図３０に示すよ
うに、Ｘ方向より目視した場合における画素列１２が画素行となり、画素行１５が画素列
となり、基準画素列１１が基準画素行となり、基準画素行１４が基準画素列となり、平凸
レンズ状集光素列１３が平凸レンズ状集光素行となり、平凸レンズ状集光素行１６が平凸
レンズ状集光素列となり、Ｙ方向に対して平行な基準画素行１４であった基準画素列と等
距離にある画素行１５であった一組の他の画素列が該各他の画素列に対応する平凸レンズ
状集光素行１６であった平凸レンズ状集光素列に対して当該基準画素列を中心軸として外
側へ向かってずれていると共に、当該基準画素列より外側の当該他の画素列ほどずれる幅
が大きくなっているので、画素７の形状を変形した拡大された虚像５３が基準画素１０を
中心として平凸レンズ状集光素層３の手前（上方）に浮いて見える。
【００９２】
さらに、虚像現出装飾対５０を目視する方向をＹ方向（図３０参照）に保持した状態で前
記虚像５３を目視する位置を前記画素行１５であった各画素列上に配置される画素の並び
（一方の画素の並び）に対して略平行に移動させた場合には、当該画素行１５であった各
画素列上に配置される画素７の並びの各画素７が該画素７の中心を支点として基本画素１
８から順に同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転するように形成されて
いるため、虚像５３が、図３２の（ｂ）に示すように、目視する位置を移動させた方向と
同一方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合わせて該虚像
５３の中心を支点として回転するように動いて見える。
【００９３】
本実施の形態においても、虚像現出装飾体５０において多数の虚像５３が現出する場合に
、各虚像５２，５３を目視する位置を移動させると、各虚像５２，５３は各虚像５２，５
３毎に回転するように動いて見える。
【００９４】
実施の形態６．
【００９５】
図３３は本実施の形態に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を
説明する平面図であり、図中、画素列及び画素行を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸
レンズ状集光素行を点線、基準線を一点鎖線にて示している。図３４は図３３に示す虚像
現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図であり、図３４の（ａ）は図３３に示す虚像現
出装飾体のＡ－Ａ断面図であり、図３４の（ｂ）は図３３に示す虚像現出装飾体のＢ－Ｂ
断面図である。図３５は図３３に示す虚像現出装飾体によって現出する各虚像の上下の位
置関係を示した図であり、図３５の（ａ）は図３３に示す虚像現出装飾体をＸ方向より目
視した場合に現出する虚像を示しており、図３５の（ｂ）は図３３に示す虚像現出装飾体
をＹ方向より目視した場合に現出する虚像を示している。図３６は図３３に示す虚像現出
装飾体によって現出する虚像を示した平面図であり、図３６の（ａ）は図３３に示す虚像
現出装飾体をＸ方向より目視した場合に現出する虚像の動きを説明する平面図であり、図
３６の（ｂ）は図３３に示す虚像現出装飾体をＹ方向より目視した場合に現出する虚像の
動きを説明する平面図である。これらの図において図１～図３２と同一符号は同一又は相
当部分を示している。
【００９６】
図３４の（ａ）及び図３４の（ｂ）に示すように、本実施の形態に係る虚像現出装飾体５

10

20

30

40

50

(22) JP 3952147 B2 2007.8.1



４は、透明基板４からなる透明基板層５と、該透明基板層５の表面に前記実施の形態１と
同様にして平凸レンズ状集光素２を印刷してなる平凸レンズ状集光素層３と、該透明基板
層５の裏面に積層された画素５５を縦横において異なるピッチとなるように多数整列させ
て形成してなる画素層５６とから構成されおり、平凸レンズ状集光素層３と画素層５６と
は、図３３に示すように、平凸レンズ状集光素２と画素５５とが上下において最も重なる
基準集光素９と基準画素１０とからなる組を有し、基準画素１０を含む基準画素列１１と
等距離にある一組の他の画素列１２，１２が該他の画素列１２，１２に対応する平凸レン
ズ状集光素列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として内側に向かってずれてい
ると共に、基準画素列１１より外側の画素列１２，１２ほどずれる幅が大きくなり、かつ
、基準画素１０を含む基準画素行１４と等距離にある一組の他の画素行１５，１５が該他
の画素行１５，１５に対応する平凸レンズ状集光素行１６，１６に対して基準画素行１４
を中心軸として内側に向かって前記画素列１２，１２におけるずれ幅より小さなずれ幅で
ずれていると共に、基準画素行１４より外側の画素行１５，１５ほどずれる幅が大きくな
るように配置されている。
【００９７】
画素層５６は、図３３に示すように、パーソナルコンピュータにて編集処理アプリケーシ
ョンを用いて、縦方向の画素５５のピッチを平凸レンズ状集光素層３を形成した紗体の線
数から所定線数足した近い線数からなる紗体を形成する紗線によってできる升目を単位と
して該升目のピッチと同一ピッチとし、横方向の画素５５のピッチを平凸レンズ状集光素
層３を形成した紗体の線数に前記所定線数を超える線数足した近い線数からなる紗体を形
成する紗線によってできる升目を単位として該升目のピッチと同一ピッチとして画素５５
を多数整列させた画素配置の各画素行１５上に配置される画素５５の並び（一方の画素の
並び）と直交した基準線１７上に位置する画素列１２上に配置される画素５５の並び（他
方の画素の並び）の各画素５５を基本画素５８とした外は、前記実施の形態１と同様にし
て編集処理を施した画素配置の画像データを得た後、前記実施の形態３と同様にして透明
基板４の裏面に各画素５５を出力して形成してなるものである。
【００９８】
　本実施の形態に係る虚像現出装飾体５４をＸ方向（図３３参照）から目視した状態で目
視する位置を基準画素１０の真上に固定して目視した場合には、Ｘ方向に対して平行な基
準画素列１１と等距離にある一組の他の画素列１２，１２が該各他の画素列１２，１２に
対応する平凸レンズ状集光素列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として内側へ
向かってずれていると共に、基準画素列１１より外側の他の画素列１２，１２ほどずれる
幅が大きくなっているので、図３ の（ａ）に示すように、画素５５の形状を変形した拡
大された虚像５７が基準画素１０を中心として平凸レンズ状集光素層３の奥（下方）に沈
んで見える。
【００９９】
さらに、虚像現出装飾体５４を目視する方向をＸ方向（図３３参照）に保持した状態で前
記虚像５７を目視する位置を各画素行１５上に配置される画素７の並び（一方の画素の並
び）に対して略平行に移動させた場合には、各画素行１５上に配置される画素５５の並び
の各画素５５が該画素５５の中心を支点として基本画素５８から順に同じ回転角を累積す
る回転パターンにて一方向に回転するように形成されているため、虚像５７が、図３６の
（ａ）に示すように、目視する位置を移動させた方向に僅かに移動しながら移動する方向
に位置する各画素５５の回転に合わせて該虚像５７の中心を支点として回転するように動
いて見える。
【０１００】
　次に、虚像現出装飾体５４を目視する方向を変更してＹ方向（図３３参照）から目視し
た状態で目視する位置を基準画素１０の真上に固定して目視した場合には、図３３に示す
ように、Ｘ方向より目視した場合における画素列１２が画素行となり、画素行１５が画素
列となり、基準画素列１１が基準画素行となり、基準画素行１４が基準画素列となり、平
凸レンズ状集光素列１３が平凸レンズ状集光素行となり、平凸レンズ状集光素行１６が平
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凸レンズ状集光素列となり、画素行１５であった画素列と平凸レンズ状集光素行１６であ
った平凸レンズ状集光素列及び画素列１２であった画素行と平凸レンズ状集光素列１３で
あった平凸レンズ状集光素行は、Ｘ方向より目視した場合における画素列１２と平凸レン
ズ状集光素列１３及び画素行１５と平凸レンズ状集光素行１６の位置関係と同様の位置関
係にあるので、図３ の（ｂ）に示すように、画素５５の形状を変形した拡大された虚像
５９が基準画素１０を中心として平凸レンズ状集光素層３の奥（下方）であって前記虚像
５７の高さ位置よりも下方の高さ位置に深く沈んで見える。
【０１０１】
　なお、虚像現出装飾体５４をＸ方向から目視した場合に現出する虚像５７（図３ の（
ａ）参照）よりもＹ方向から目視した場合に現出する虚像５９（図３ の（ｂ）参照）の
方が下方の高さ位置に深く沈んで現出するのは、Ｘ方向から目視した場合において、基準
画素列１１を中心として一定距離にある平凸レンズ状集光素列１３に対応する画素列１２
が該平凸レンズ状集光素列１３に対してずれる幅よりも、基準画素行１４を中心として一
定距離にある平凸レンズ状集光素行１６に対応する画素行１５が該平凸レンズ状集光素行
１６に対してずれる幅の方が小さいためである。
【０１０２】
さらに、虚像現出装飾体５４を目視する方向をＹ方向（図３３参照）に保持した状態で前
記虚像５９を目視する位置を前記画素行１５であった各画素列上に配置される画素５５の
並び（一方の画素の並び）に対して略平行に移動させた場合には、当該画素行１５であっ
た各画素列上に配置される画素５５の並びの各画素５５が該画素５５の中心を支点として
基本画素５８から順に同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転するように
形成されているので、虚像５９が、図３６の（ｂ）に示すように、目視する位置を移動さ
せた方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素５５の回転に合わせて該虚
像５９の中心を支点として回転するように動いて見える。
【０１０３】
実施の形態７．
【０１０４】
図３７は本実施の形態に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を
説明する平面図であり、図中、画素列及び画素行を実線、平凸レンズ状集光素列及び平凸
レンズ状集光素行を点線、基準線を一点鎖線にて示している。図３８は図３７に示す虚像
現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図であり、図３８の（ａ）は図３７に示す虚像現
出装飾体のＡ－Ａ断面図であり、図３８の（ｂ）は図３７に示す虚像現出装飾体のＢ－Ｂ
断面図である。図３９は図３７に示す虚像現出装飾体によって現出する各虚像の上下の位
置関係を示した図であり、図３９の（ａ）は図３７に示す虚像現出装飾体をＸ方向より目
視した場合に現出する虚像を示しており、図３９の（ｂ）は図３７に示す虚像現出装飾体
をＹ方向より目視した場合に現出する虚像を示している。図４０は図３７に示す虚像現出
装飾体によって現出する虚像を示した平面図であり、図４０の（ａ）は図３７に示す虚像
現出装飾体をＸ方向より目視した場合に現出する虚像の動きを説明する平面図であり、図
４０の（ｂ）は図３７に示す虚像現出装飾体をＹ方向より目視した場合に現出する虚像の
動きを説明する平面図である。これらの図において図１～図３６と同一符号は同一又は相
当部分を示している。
【０１０５】
図３８の（ａ）及び図３８の（ｂ）に示すように、本実施の形態に係る虚像現出装飾体６
０は、透明基板４からなる透明基板層５と、該透明基板層５の表面に前記実施の形態１と
同様にして平凸レンズ状集光素２を印刷してなる平凸レンズ状集光素層３と、透明フィル
ム６の裏面に画素５５を縦横において異なるピッチとなるように多数整列させて形成して
なる画素層６１とから構成されおり、平凸レンズ状集光素層３と画素層６１とは、図３７
に示すように、平凸レンズ状集光素２と画素５５とが上下において最も重なる基準集光素
９と基準画素１０とからなる組を有し、基準画素１０を含む基準画素列１１と等距離にあ
る一組の他の画素列１２，１２が該他の画素列１２，１２に対応する平凸レンズ状集光素
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列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として外側に向かってずれていると共に、
基準画素列１１より外側の画素列１２，１２ほどずれる幅が大きくなり、かつ、基準画素
１０を含む基準画素行１４と等距離にある一組の他の画素行１５，１５が該他の画素行１
５，１５に対応する平凸レンズ状集光素行１６，１６に対して基準画素行１４を中心軸と
して外側に向かって前記画素列１２，１２におけるずれ幅より大きなずれ幅でずれている
と共に、基準画素行１４より外側の画素行１５，１５ほどずれる幅が大きくなるように配
置されている。
【０１０６】
なお、本実施の形態おいては、透明フィルム６と該透明フィルム６に形成された画素５５
とを合わせて画素層５１という。
【０１０７】
画素層６１は、図３７に示すように、パーソナルコンピュータにて編集処理アプリケーシ
ョンを用いて、横方向の画素５５のピッチを平凸レンズ状集光素層３を形成した紗体の線
数から所定線数引いた近い線数からなる紗体を形成する紗線によってできる升目を単位と
して該升目のピッチと同一ピッチとし、縦方向の画素５５のピッチを平凸レンズ状集光素
層３を形成した紗体の線数から前記所定線数を超える線数引いた近い線数からなる紗体を
形成する紗線によってできる升目を単位として該升目のピッチと同一ピッチとして画素５
５を多数整列させた画素配置とした外は、前記実施の形態１と同様にして編集処理を施し
た画素配置を得た後、前記実施の形態１と同様にして透明フィルム６に各画素５５を出力
して形成してなるものである。
【０１０８】
本実施の形態に係る虚像現出装飾体６０をＸ方向（図３７参照）から目視した状態で目視
する位置を基準画素１０の真上に固定して目視した場合には、Ｘ方向に対して平行な基準
画素列１１と等距離にある一組の他の画素列１２，１２が該各他の画素列１２，１２に対
応する平凸レンズ状集光素列１３，１３に対して基準画素列１１を中心軸として外側へ向
かってずれていると共に、基準画素列１１より外側の他の画素列１２，１２ほどずれる幅
が大きくなっているので、図３９の（ａ）に示すように、画素５５の形状を変形した拡大
された虚像６２が基準画素１０を中心として平凸レンズ状集光素層３の手前（上方）に浮
いて見える。
【０１０９】
　さらに、虚像現出装飾体６０を目視する方向をＸ方向（ ３７参照）に保持した状態で
前記虚像６２を目視する位置を各画素行１５上に配置された画素５５の並び（一方画素の
並び）に対して略平行に移動させた場合には、各画素行１５上に配置される画素５５の並
びの各画素５５が該画素５５の中心を支点として基本画素５８から順に同じ回転角を累積
する回転パターンにて一方向に回転するように形成されているため、虚像６２が、図４０
の（ａ）に示すように、目視する位置を移動させた方向と反対方向に僅かに移動しながら
移動する方向に位置する各画素５５の回転に合わせて該虚像６２の中心を支点として回転
するように動いて見える。
【０１１０】
　次に、虚像現出装飾体６０を目視する方向を変更してＹ方向（図３７参照）か 目視し
た状態で目視する位置を基準画素１０の真上に固定して目視した場合には、図３７に示す
ように、Ｘ方向より目視した場合における画素列１２が画素行となり、画素行１５が画素
列となり、基準画素列１１が基準画素行となり、基準画素行１４が基準画素列となり、平
凸レンズ状集光素列１３が平凸レンズ状集光素行となり、平凸レンズ状集光素行１６が平
凸レンズ状集光素列となり、画素行１５であった画素列と平凸レンズ状集光素行１６であ
った平凸レンズ状集光素列及び画素列１２であった画素行と平凸レンズ状集光素列１３で
あった平凸レンズ状集光素行は、Ｘ方向より目視した場合における画素列１２と平凸レン
ズ状集光素列１３及び画素行１５と平凸レンズ状集光素行１６の位置関係と同様の位置関
係にあるので、図３９の（ｂ）に示すように、画素５５の形状を変形した拡大された虚像
６３が基準画素１０を中心として平凸レンズ状集光素層３の手前（上方）であって前記虚
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像６２の高さ位置よりも下方の高さ位置に浮いて見える。
【０１１１】
なお、虚像現出装飾体６０をＸ方向から目視した場合に現出する虚像６２（図３９の（ａ
）参照）よりもＹ方向から目視した場合に現出する虚像６３（図３９の（ｂ）参照）の方
が下方の高さ位置に浮いて現出するのは、Ｘ方向から目視した場合において基準画素列１
１を中心として一定距離にある平凸レンズ状集光素列１３に対応する画素列１２が該平凸
レンズ状集光素列１３に対してずれる幅よりも、基準画素行１４を中心として一定距離に
ある平凸レンズ状集光素行１６に対応する画素行１５が該平凸レンズ状集光素行１６に対
してずれる幅の方が大きいためである。
【０１１２】
さらに、虚像現出装飾体６０を目視する方向をＹ方向（図３７参照）に保持した状態で前
記虚像６３を目視する位置を前記画素行１５であった各画素列上に配置される画素５５の
並び（一方の画素の並び）に対して略平行に移動させた場合には、当該画素行１５であっ
た各画素列上に配置される画素５５の並びの各画素５５が該画素５５の中心を支点として
基本画素５８から順に同じ回転角θを累積する回転パターンにて一方向に回転するように
形成されているので、虚像６３が、図４０の（ｂ）に示すように、目視する位置を移動さ
せた方向と反対方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素５５の回転に合
わせて該虚像６３の中心を支点として回転するように動いて見える。
【０１１３】
実施の形態８
【０１１４】
図４１は本実施の形態に係る画素層の画素配置を説明する図であり、図中、傾斜前の画素
、画素列及び画素行を点線、傾斜後の画素及び画素列を実線、基準線及び基本画素行を一
点鎖線にて示している。図４２は本実施の形態に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光
素と画素との位置関係を説明する平面図であり、図中、基本画素列及び基本画素行を一点
鎖線、平凸レンズ状集光素列を点線にて示している。図４３は本実施の形態に係る虚像現
出装飾体によって現出する虚像の動きを説明する図であり、図４３の（ａ）は本実施の形
態における虚像現出装飾体を目視した場合に現出する虚像の動きを説明する平面図であり
、図４３の（ｂ）は複数の虚像が現出する場合における各虚像の動きを説明する平面図で
ある。これらの図において図１～図４０と同一符号は同一又は相当部分を示している。
【０１１５】
本実施の形態に係る虚像現出装飾体は、透明基板４からなる透明基板層５と、該透明基板
層５の表面に前記実施の形態１と同様にして積層された平凸レンズ状集光素層３と、図４
１に示すように、平凸レンズ状集光素層３を形成した紗体の線数以下の線数からなる紗体
を形成する紗線によってできる升目を単位として該升目のピッチと同一ピッチで画素７が
多数縦横に整列させた画素配置にパーソナルコンピュータにて編集処理アリケーションを
用いて、前記実施の形態１と同様に編集処理を施し（図４１中、点線にて示す画素）、さ
らに、一の画素列（以下、「基本画素列」という。）６４を残した状態で、該基本画素列
６４の隣の画素列１５から順に同じ傾斜角αを累積する傾斜パターンにて一の画素行（以
下、「基本画素行」という。）６５上に配置された画素７を支点として同一方向に並んで
傾斜するように、即ち、基本画素列６４の隣の画素列である一列目の画素列１２の傾斜角
α 1  がαとなり、二列目の画素列１２の傾斜角α 2  が２αとなり、以下、同様にｎ列目の
画素列１２の傾斜角α n  がｎαになるように傾斜させて、画素列１２を略扇状に配置させ
た画素データを得た後、前記実施の形態１と同様にして透明フィルム６に各画素７を形成
してなる画素層とから構成されており、平凸レンズ状集光素層３が形成されていない透明
基板層５の片面に、図４２に示すように、画素層を該画素層における基本画素列６４と平
凸レンズ状集光素層３における平凸レンズ状集光素列６７とが平行になるように配置する
と共に、平凸レンズ状集光素２と画素７とが上下において最も重なる基準集光素９と基準
画素１０とからなる組を有するように配置し、基準集光素９を中心とする対角線上の等距
離にある他の平凸レンズ状集光素２ａ，２ｂに対応する位置にある他の画素７ａ，７ｂが
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該他の平凸レンズ状集光素２ａ，２ｂに対して基準集光素１０を中心として点対称位置に
横ずれして放射状に外側に向かってずれており、かつ、基準画素９より外側の他の画素７
ほどずれる幅が大きくなるように積層したものである。
【０１１６】
本実施の形態においては、図４３の（ａ）に示すように、十字形の画素７の変形した拡大
虚像６８が基準画素１０を中心として平凸レンズ状集光素層３の手前（上方）に浮いて現
出し、さらに、虚像６８を目視する位置を各画素行１５上に配置される画素の並び（一方
の画素の並び）に対して略平行に移動させた場合には、虚像６８が、目視する位置を移動
させた方向と反対方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合
わせて回転するように動いて見える。
【０１１７】
また、本実施の形態に係る虚像現出装飾体において複数の基準画素１０が形成される場合
には、図４３の（ｂ）に示すように、基準画素１０は基本画素列６４から遠ざかる向きの
基本画素行６５側に湾曲した線上に等間隔に整列して形成され、該基準画素１０を中心と
して拡大虚像６８が複数並んで現出し、拡大虚像６８は基本画素行６５に近づく程、徐々
に引き延ばされるように変形され、かつ、より高く浮きだした高さ位置に現出する。さら
に、各虚像６８を目視する位置を各画素行１５上に配置される画素の並び（一方の画素の
並び）に対して略平行に移動させると、各虚像６８が、目視する位置を移動させた方向と
反対方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合わせて回転す
るように動いて見え、また、基本画素行６５側に現出する虚像６８ほど大きく回転するよ
うに動いて見える。
【０１１８】
なお、前記傾斜角αは、透明基板４の厚み・材質、平凸レンズ状集光素層３を形成する線
数、画素層６６を形成する線数及び回転角θの各条件によって決まる値であるが、 0.001 
≦傾斜角α≦ 1.0 から適宜選択することが好ましい。
【０１１９】
実施の形態９．
【０１２０】
図４４は本実施の形態に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を
説明する平面図であり、図中、基本画素列及び基本画素行を実線、平凸レンズ状集光素列
を点線にて示している。図４５は本実施の形態に係る虚像現出装飾体によって現出する虚
像の動きを説明する図であり、図４５の（ａ）は本実施の形態における虚像現出装飾体を
目視した場合に現出する虚像の動きを説明する平面図であり、図４５の（ｂ）は複数の虚
像が現出する場合における各虚像の動きを説明する平面図である。これらの図において図
１～図４３と同一符号は同一又は相当部分を示している。
【０１２１】
　本実施の形態に係る虚像現出装飾体は、透明基板４からなる透明基板層５と、該透明基
板層５の表面に前記実施の形態１と同様にして積層された平凸レンズ状集光素層３と、図
４４に示すように、平凸レンズ状集光素層３を形成した紗体の線数を超える線数からなる
紗体を形成する紗線によってできる升目を単位として該升目のピッチと同一ピッチで画素
７が多数縦横に整列させた画素配置にパーソナルコンピュータにて編集処理ア リケーシ
ョンを用いて前記実施の形態１と同様に編集処理を施し、さらに、前記実施の形態８と同
様に編集処理を施した後、前記実施の形態１と同様にして透明フィルム６に各画素７を形
成してなる画素層とから構成されており、平凸レンズ状集光素層３が形成されていない透
明基板層５の片面に、図４３に示すように、画素層を該画素層における基本画素列６４と
平凸レンズ状集光素層３における平凸レンズ状集光素列６７とが平行になるように配置す
ると共に、平凸レンズ状集光素２と画素７とが上下において最も重なる基準集光素９と基
準画素１０とからなる組を有するように配置し、基準集光素９を中心とする対角線上の等
距離にある他の平凸レンズ状集光素２ａ，２ｂに対応する位置にある他の画素７ａ，７ｂ
が該他の平凸レンズ状集光素２ａ，２ｂに対して基準集光素１０を中心として点対称位置
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に横ずれして放射状に内側に向かってずれており、かつ、基準画素９より外側の他の画素
７ほどずれる幅が大きくなるように積層したものである。
【０１２２】
本実施の形態においては、図４５の（ａ）に示すように、十字形の画素７の変形した拡大
虚像６９が基準画素９を中心として平凸レンズ状集光素層３の奥（下方）に沈んで現出し
、さらに、虚像６９を目視する位置を各画素行１５上に配置される画素７の並び（一方の
画素の並び）に対して略平行に移動させると、虚像６９が、目視する位置を移動させた方
向と同一方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合わせて回
転するように動いて見える。
【０１２３】
また、本実施の形態に係る虚像現出装飾体において複数の基準画素１０が形成される場合
には、図４５の（ｂ）に示すように、基準画素９は基本画素行６５から遠ざかる向きの基
本画素列６４側に湾曲した線上に等間隔に整列して形成され、基準画素９を中心とする拡
大虚像６９が複数並んで現出し、拡大虚像６９は基準画素列６４から遠ざかる程、徐々に
引き延ばされるように変形され、かつ、より深く沈んだ高さ位置に現出する。さらに、各
虚像６９を目視する位置を各画素行１５上に配置される画素７の並び（一方の画素の並び
）に対して略平行に移動させると、各虚像６９が、目視する位置を移動させた方向と同一
方向に僅かに移動しながら移動する方向に位置する各画素７の回転に合わせて回転するよ
うに動いて見え、また、基準画素列６４から離れた位置に現出する虚像６８ほど大きく回
転するように動いて見える。
【０１２４】
実施の形態１０．
【０１２５】
本実施の形態に係る虚像現出装飾体は、平凸レンズ状集光素層と複数の画素層とを積層し
てなるものであり、図４６は画素層を二層積層してなる虚像現出装飾体を模型的に示した
部分縦断面図であり、平凸レンズ状集光素と画素とが上下において重なっている箇所を通
って切断されている。図４７は図４６に示す虚像現出装飾体において現出する各虚像の上
下の位置関係を説明する図であり、図中、第一画素層により現出する虚像を一点鎖線、第
二画素層により現出する虚像を二点鎖線にて示している。これらの図において図１～図４
５と同一符号は同一又は相当部分を示している。
【０１２６】
図４６に示す虚像現出装飾体７０は、平凸レンズ状集光素層３と第一画素層７１と第二画
素層７２とからなり、平凸レンズ状集光素層３は前記実施の形態１と同様にして透明基板
層５の表面に平凸レンズ状集光素２を形成してなるものであり、第一画素層７１は第一透
明フィルム７３に第一画素７４を前記実施の形態１と同様にして形成してなるものであり
、第二画素層７２は第二透明フィルム７５に第二画素７６を前記実施の形態３と同様にし
て形成してなるものである。
【０１２７】
そして、平凸レンズ状集光素層３が形成されていない透明基板層５の片面に、第一画素層
７１を平凸レンズ状集光素２と第一画素７４とが上下において最も重なる基準第一集光素
７７と基準第一画素７８とからなる組を有するようにした外は、前記実施の形態１と同様
にして積層し、さらに、第二画素層７２を他の平凸レンズ状集光素２と第二画素７６とが
上下において最も重なる基準第二集光素７９と基準第二画素８０とからなる組を有するよ
うにした外は、前記実施の形態３と同様にして積層する。
【０１２８】
虚像現出装飾体７０においては、第一画素７４の横方向のピッチが平凸レンズ状集光素２
のピッチよりも大きく、第二画素７６の横方向のピッチが平凸レンズ状集光素２のピッチ
よりも小さいため、図４６に示すように、第一画素７４の形状を変形した拡大虚像８１が
基準第一画素７８を中心として虚像現出装飾体７０の上方に現出すると共に、第二画素７
６の形状を変形した拡大虚像８２が基準第二画素８０を中心として虚像現出装飾体７０の
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下方に現出する。
【０１２９】
また、目視する位置を移動させると、虚像８１は前記実施の形態１と同様に動いて見える
と共に、虚像８２は前記実施の形態３と同様に動いて見える。
【０１３０】
平凸レンズ状集光素層３が形成されていない透明基板４の裏面に第二画素層７２を積層し
た後、第一画素層７１を積層しても同様の効果を得ることができる。
【０１３１】
なお、本実施の形態においては、前記実施の形態１と同様にして形成した第一画素層と前
記実施の形態３と同様にして形成した第二画素層とを積層した虚像現出装飾体を形成した
が、他の実施の形態と同様にして形成した画素層を複数積層した虚像現出装飾体であって
もよく、また、画素層は２層に限らず３層以上積層してもよい。
【０１３２】
さらに、本実施の形態においては、第一画素と第二画素とを別の透明フィルムに形成した
が、一枚の透明フィルムの一方面に第一画素を形成し、他方面に第二画素を形成しても同
様の効果を得ることができる。
【０１３３】
【実施例】
実施例１．
【０１３４】
厚さ１ mmの軟質透明基板４（品名：アキレス青味透明グラス：アキレス株式会社製）を透
明基板層５として５枚用意した。厚さ 0.1mm の透明フィルム６（品名：大日本スクリーン
印刷株式会社製 FTR3050 用フィルム HLNWL ：富士写真フィルム株式会社製）を５枚用意し
た。そして、５枚の透明基板４の上面に、線数が 35線の紗体を用いてスクリーン印刷によ
り、十条化成株式会社製 4100番シリーズの透明インクで割合（紗体を形成する紗線によっ
てできる升目の面積に閉める平凸レンズ状集光素の割合）が 40％の平凸レンズ状の集光素
２を印刷することにより、平凸レンズ状集光素層３を透明基板層５の上面に積層した（図
３参照）。
【０１３５】
画素層８は、 DTP(Desk Top Publishing)にて、線数が 34.1線の紗体を形成する紗線によっ
てできる升目を単位として該升目のピッチと同一ピッチで多数縦横に整列させた十字形の
画素７を該画素７の中心を支点として同じ回転角θ＝ 0.2 度 , 0.5 度 ,　 1.0度 , 5.0 度又
は  15.0 度を累積する回転パターンにて一方向に回転させた画素配置を形成してなるフィ
ルムをそれぞれ作成した。
【０１３６】
具体的製造工程を説明すれば、以下の通りである。
【０１３７】
先ず、パーソナルコンピュータ（品名： Power Mac 9600/300： Apple 社製）にて、編集処
理アプリケーション（品名： Adobe Photoshop 5.02J 及び Adobe Illustrator 8.01J ： Ad
obe systems 社製）を用いて、線数が 34.1線の紗体を形成する紗線によってできる升目の
ピッチと同一ピッチで画素７が多数縦横に整列された画素配置の各画素７に該画素７の中
心を支点として同じ回転角θ＝ 0.2 度、 0.5 度、  1.0度、 5.0 度又は  15.0 度を累積する
回転パターンにて一方向に回転させる編集処理を施した画素配置の各画像データを得、続
いて、各画像データを出力処理アプリケーション ( 品名： Quark XPress 3.3J ： Quark 社
製 ) を用いてパーソナルコンピュータ（品名： Power Mac 9600/350： Apple 社製）に転送
処理し、転送された各画像データをイメージデータに変換する演算処理アプリケーション
（品名： AD-310PM Ver2.0 ：大日本スクリーン製造株式会社製）を用いて演算処理した後
、イメージセッター（品名： FT-R3050：大日本スクリーン製造株式会社製）に転送し、自
動現像機（品名： KODAMATIC 710 Processor ：日本コダック株式会社製）にて、前記透明
フィルム６に前記画素７を形成したフィルム（画素層８）を得た（図４参照）。
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【０１３８】
そして、５枚の透明基板４の下面にそれぞれ画素層８を積層して５枚の虚像現出装飾体１
を得た（図２参照）。
【０１３９】
虚像現出装飾体１を平凸レンズ状集光素層３を目視したところ、いずれの虚像現出装飾体
１においても、虚像現出装飾体１の手前（上方）に浮いて見える十字形の画素７の形状を
変形した形状の拡大虚像２３，２４が観察でき、また、目視する位置を移動させると虚像
２３，２４が回転するように動いて見えた（図８及び図９参照）。
【０１４０】
実施例２．
【０１４１】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を４枚用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を４枚用
意した。そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 36
線の紗体の升目のピッチにて整列させた十字形の画素７を回転角θ＝ 0.2 度、 0.5 度、  1
.0度、 5.0 度又は  15.0 度で回転させた画素配置からなる画素層８をそれぞれ作成した外
は、実施例１と同様にして５枚の虚像現出装飾体３４を得た（図１５参照）。実施例１と
同様にして観察したところ、いずれの虚像現出装飾体３４においても、虚像現出装飾体３
４の奥（下方）に沈んで見える虚像３７，３８が観察でき、また、目視する位置を移動さ
せると虚像３７，３８が回転するように動いて見えた（図２０及び図２１参照）。
【０１４２】
実施例３，４．
【０１４３】
厚さ１ mmの硬質透明基板４（品名：ユーピロン NF-2000 ：三菱瓦斯化学株式会社製）を８
枚用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を８枚用意した。そして、 45線の紗体にて割
合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 40線（実施例３）及び 50線（実施例４
）の紗体の升目のピッチにて整列させた十字形の画素７を回転角θ＝ 0.5 度、  1.0度、 5.
0 度又は  15.0 度で回転させた画素配置からなる画素層８をそれぞれ作成した外、実施例
１と同様にして４枚の虚像現出装飾体１（実施例３）（図２参照）と４枚の虚像現出装飾
体３４（実施例４）（図１５参照）を得た。実施例１と同様にして目視する位置を移動さ
せて観察したところ、いずれの虚像現出装飾体１においても、虚像現出装飾体１の手前（
上方）に浮き、回転するように動いて見える虚像２３，２４が観察でき（図８及び図９参
照）、また、いずれの虚像現出装飾体３４においても、虚像現出装飾体３４の奥（下方）
に沈み、回転するように動いて見える虚像３７，３８が観察できた（図２０及び図２１参
照）。
【０１４４】
実施例５．
【０１４５】
厚さ 0.5mm の軟質透明基板４（品名：アキレス青味透明グラス：アキレス株式会社製）を
３枚用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を３枚用意した。そして、 70線の紗体にて
割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 45線の紗体の升目のピッチにて整列
させた十字形の画素７を回転角θ＝ 0.5 度、  1.0度又は 5.0 度で回転させた画素配置から
なる画素層８をそれぞれ作成した外、実施例１と同様にして３枚の虚像現出装飾体１を得
た（図２参照）。実施例１と同様にして目視する位置を移動させて観察したところ、実施
例１の場合と同じく、いずれの虚像現出装飾体１においても、虚像現出装飾体１の手前（
上方）に浮き、回転するように動いて見える虚像２３，２４が観察できた（図８及び図９
参照）。
【０１４６】
実施例６．
【０１４７】
厚さ 0.5mm 前記軟質透明基板４を５枚用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を５枚用
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意した。そして、 70線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 14
0 線の紗体の升目のピッチにて整列させた十字形の画素７を回転角θ＝ 0.1 度、 0.2 度、
0.5 度、  1.0度又は 5.0 度で回転させた画素配置からなる画素層８（図１５参照）をそれ
ぞれ作成した外、実施例１と同様にして５枚の虚像現出装飾体３４を得た。実施例１と同
様にして目視する位置を移動させて観察したところ、実施例２の場合と同じく、いずれの
虚像現出装飾体３４においても、虚像現出装飾体３４の奥（下方）に沈み、回転するよう
に動いて見える虚像３７，３８が観察できた（図２０及び図２１参照）。
【０１４８】
実施例７，８．
【０１４９】
厚さ５ mmの硬質透明基板４（品名：ユーピロン NF-2000 ：三菱瓦斯化学株式会社製）を６
枚用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を６枚用意した。そして、 10線の紗体にて割
合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 8 線（実施例７）及び 12線（実施例８
）の紗体の升目のピッチにて整列させた十字形の画素７を回転角θ＝ 0.5 度、  1.0度又は
 5.0度で回転させた画素配置からなる画素層８をそれぞれ作成した外、実施例１と同様に
して３枚の虚像現出装飾体１（実施例７）（図２参照）及び３枚の虚像現出装飾体３４（
実施例８）（図１５参照）を得た。実施例１と同様にして目視する位置を移動させて観察
したところ、実施例１の場合と同じく、いずれの虚像現出装飾体１においても、虚像現出
装飾体１の手前（上方）に浮き、回転するように動いて見える虚像２３，２４が観察でき
（図８及び図９参照）、また、実施例２の場合と同じく、いずれの虚像現出装飾体３４に
おいても、虚像現出装飾体３４の奥（下方）に沈み、回転するように動いて見える虚像３
７，３８が観察できた（図２０及び図２１参照）。
【０１５０】
実施例９．
【０１５１】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を２枚用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を２枚用
意した。そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 37
線の紗体の升目のピッチにて十字形の画素７及び四角形の画素３９を上下左右において交
互に整列させ、各画素７及び各画素３９を回転角θ＝ 0.5 度又は 1.0 度で回転させた画素
配置からなる画素層８（図２２参照）をそれぞれ作成した外、実施例１と同様にして２枚
の虚像現出装飾体を得た。実施例１と同様にして目視する位置を移動させて観察したとこ
ろ、いずれの虚像現出装飾体においても、十字形の画素７の形状を変形した拡大虚像３７
と四角形の画素３９の形状を変形した拡大虚像４１とが重なった状態の虚像４２が虚像現
出装飾体の奥（下方）に沈み、回転するように動いて見えた（図２４参照）。
【０１５２】
実施例１０．
【０１５３】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を用意した。
そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 35.5線の紗
体の升目のピッチにて十字形の画素７及び四角形の画素３９横方向において交互に多数整
列させ、各画素７及び各画素３９を回転角θ＝ 0.5 度で回転させた画素配置からなる画素
層８（図２６参照）を作成した外、実施例１と同様にして虚像現出装飾体を得た。実施例
１と同様にして目視する位置を移動させて観察したところ、十字形の画素７の形状を変形
した拡大虚像３７と四角形の画素３９の形状を変形した拡大虚像４１とが重なった状態の
虚像４２が虚像現出装飾体の奥（下方）に沈み、回転するように動いて見えた（図２４参
照）。
【０１５４】
実施例１１．
【０１５５】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を用意した。
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そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 35.5線の紗
体の升目のピッチにて笑顔形状の画素４４及び四角形の画素４３を上下左右において交互
に多数整列させ、各画素４４のみを回転角θ＝ 0.5 度で回転させた画素配置からなる画素
層８（図２７参照）を作成した外、実施例１と同様にして虚像現出装飾体を得た。実施例
１と同様にして目視する位置を移動させて観察したところ、笑顔形状の画素４４の形状を
変形した拡大虚像４８と四角形の画素４３の拡大虚像４７とが重なった状態の虚像４９が
虚像現出装飾体の奥（下方）に沈み、虚像４８のみが虚像４７に収まった状態で回転する
ように動いて見えた（図２８参照）。
【０１５６】
実施例１２．
【０１５７】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を用意した。
そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 35.7線の紗
体の升目のピッチにて十字形の画素７、三角形の画素２５及び四角形の画素３９を上下左
右において交互に多数整列させ、各画素７，２５，３９を回転角θ＝ 0.5 度で回転させた
画素配置からなる画素層８（図２９の（ａ）参照）を作成した外、実施例１と同様にして
虚像現出装飾体を得た。実施例１と同様にして目視する位置を移動させて観察したところ
、十字形の画素７の形状を変形した拡大虚像と三角形の画素２５の形状を変形した拡大虚
像と四角形の画素３９の形状を変形した拡大虚像とが重なった状態の虚像が虚像現出装飾
体の奥（下方）に沈み、回転するように動いて見えた。
【０１５８】
実施例１３．
【０１５９】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を用意した。
そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 35.5線の紗
体の升目のピッチにて十字形の画素７、三角形の画素２５及び四角形の画素３９を横方向
において交互になるように多数整列させ、各画素７，２５，３９を回転角θ＝ 0.5 度で回
転させた画素配置からなる画素層８（図２９の（ｂ）参照）を作成した外、実施例１と同
様にして虚像現出装飾体を得た。実施例１と同様にして目視する位置を移動させて観察し
たところ、十字形の画素７の形状を変形した拡大虚像と三角形の画素２５の形状を変形し
た拡大虚像と四角形の画素３９の形状を変形した拡大虚像とが重なった状態の虚像が虚像
現出装飾体の奥（下方）に沈み、回転するように動いて見えた。
【０１６０】
実施例１４．
【０１６１】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を用意した。
そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、横方向のピ
ッチを 35.47 線の紗体の升目のピッチとし、縦方向のピッチを 34線の紗体の升目のピッチ
として十字形の画素７を多数縦横に整列させ、各画素行１５上に配置される各画素７を回
転角θ＝ 0.5 度で回転させた画素配置からなる画素層５１を作成した外、実施例１と同様
にして虚像現出装飾体５０を得た（図３０参照）。虚像現出装飾体５０を縦方向から目視
した状態で目視する位置を画素行１５に対して略平行に移動させると、十字形の画素７の
形状を変形した拡大虚像５２が虚像現出装飾体５０の奥（下方）に沈み、回転するように
動いて見えた（図３２の（ａ）参照）。また、虚像現出装飾体５０を横方向から目視した
状態で目視する位置を前記画素行１５であった画素列に対して略平行に移動させると、十
字形の画素７の形状を変形した拡大虚像５３が虚像現出装飾体５０の手前（上方）に浮き
、回転するように動いて見えた（図３２の（ｂ）参照）。
【０１６２】
実施例１５．
【０１６３】
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厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を用意した。
そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、横方向のピ
ッチを 36線の紗体の升目のピッチとし、縦方向のピッチを 35.5線の紗体の升目のピッチと
して画素５５を多数縦横に整列させ、各画素行１５上に配置される各画素５５を回転角θ
＝ 0.5 度で回転させた画素配置からなる画素層５６を作成した外、実施例１と同様にして
虚像現出装飾体５４を得た（図３３参照）。虚像現出装飾体５４を縦方向から目視した状
態で目視する位置を画素行１５に対して略平行に移動させると、画素５５の形状を変形し
た拡大虚像５７が虚像現出装飾体５４の奥（下方）に沈み、回転するように動いて見えた
（図３５の（ａ）及び図３６の（ａ）参照）。また、虚像現出装飾体５４を横方向から目
視した状態で目視する位置を前記画素行１５であった画素列に対して略平行に移動させる
と、十字形の画素７の形状を変形した拡大虚像５９が前記虚像５７よりも虚像現出装飾体
５４の下方の高さ位置に沈み、回転するように動いて見えた（図３５の（ｂ）及び図３６
の（ｂ）参照）。
【０１６４】
実施例１６．
【０１６５】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を用意した。
そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、横方向のピ
ッチを 34線の紗体の升目のピッチとし、縦方向のピッチを 33.5線の紗体の升目のピッチと
して画素５５を多数縦横に整列させ、各画素行１５上に配置される各画素５５を回転角θ
＝ 0.5 度で回転させた画素配置からなる画素層６１を作成した外、実施例１と同様にして
虚像現出装飾体６０を得た（図３７参照）。虚像現出装飾体６０を縦方向から目視した状
態で目視する位置を画素行に対して略平行に移動させると、画素５５の形状を変形した拡
大虚像６２が虚像現出装飾体６０の手前（上方）に浮き、回転するように動いて見えた（
図３９の（ａ）及び図４０の（ａ）参照）。また、虚像現出装飾体６０を横方向から目視
した状態で目視する位置を前記画素行１５であった画素列に対して略平行に移動させると
、十字形の画素７の形状を変形した拡大虚像６３が前記虚像６２よりも虚像現出装飾体５
０の下方の高さ位置に浮き、回転するように動いて見えた（図３９の（ｂ）及び図４０の
（ｂ）参照）。
【０１６６】
実施例１７．
【０１６７】
厚さ１ mmの前記軟質透明基板４を用意し、厚さ 0.1mm の前記透明フィルム６を用意した。
そして、 35線の紗体にて割合を 40％として平凸レンズ状集光素層３を形成し、 36線の紗体
の升目のピッチにて画素７を多数縦横に整列させ、各画素行１５上に配置される各画素５
５を回転角θ＝ 0.5 度で回転させた後、各画素列１２を傾斜角α＝ 0.01度で傾斜させた画
素配置からなる画素層６６を作成した外、実施例１と同様にして虚像現出装飾体を得た（
図４４参照）。実施例１と同様にして目視する位置を移動させて観察したところ、十字形
の画素７の形状を変形した拡大虚像が虚像現出装飾体の奥（下方）に沈み、回転するよう
に動いて見えた（図４５参照）。
【０１６８】
【発明の効果】
本発明によれば、画素の形状を変形した拡大虚像が浮いて現出すると共に、該虚像を目視
する位置を移動させると当該虚像が回転するように動く虚像現出装飾体を提供することが
でき、また、画素の形状を変形した拡大虚像が沈んで現出すると共に、該虚像を目視する
位置を移動させると当該虚像が回転するように動く虚像現出装飾体を提供することができ
る。
【０１６９】
従って、本発明に係る虚像現出装飾体は、現出する虚像及び該虚像の変化に起因して観察
者の目を引くと共に興味を持って見られるので、各種の表示板や印刷物、ラベル、玩具等
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に利用でき、また、通常の印刷技術によって低コストで製造できるから、その用途は広く
、本発明の産業上利用性は非常に高いといえる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１における虚像現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図である。
【図２】図１に示す虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を説明する
平面図である。
【図３】図１に示す虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素層を示した平面図である。
【図４】図１に示す虚像現出装飾体における画素層の画素配置を説明する図である。
【図５】図１に示す虚像現出装飾体を目視した状態を説明する図である。
【図６】図１に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合に現出する虚像を左目で目
視した後に右目で目視したときの画像のずれを説明する平面図である。
【図７】図１に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合に現出する虚像を右目で目
視した後に左目で目視したときの画像のずれを説明する平面図である。
【図８】図１に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合に現出する虚像の動きを説
明する平面図である。
【図９】図１に示す虚像現出装飾体をＹ方向から目視した場合に現出する虚像の動きを説
明する平面図である。
【図１０】実施の形態２に係る画素層の変形例１を示した図である。
【図１１】実施の形態２に係る画素層の変形例２を示した図である。
【図１２】実施の形態２に係る変形例３の画素層を積層した虚像現出装飾体の画素と平凸
レンズ状集光素との位置関係を説明する平面図である。
【図１３】図１２に示す虚像現出装飾体に現出する虚像の動きを示した平面図である。
【図１４】実施の形態３における虚像現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図である。
【図１５】図１４に示す虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係を説明
する平面図である。
【図１６】図１４に示す虚像現出装飾体における画素層の画素配置を説明する図である。
【図１７】図１４に示す虚像現出装飾体目視した状態を説明する図である。
【図１８】図１４に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合に現出する虚像を左目
で目視した後に右目で目視したときの画像のずれを説明する平面図である。
【図１９】図１４に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合に現出する虚像を右目
で目視した後に左目で目視したときの画像のずれを説明する平面図である。
【図２０】図１４に示す虚像現出装飾体をＸ方向から目視した場合に現出する虚像の動き
を説明する平面図である。
【図２１】図１４に示す虚像現出装飾体をＹ方向から目視した場合に現出する虚像の動き
を説明する平面図である。
【図２２】実施の形態４に係る画素層の変形例１を示した図である。
【図２３】図２２に示す画素層を積層した虚像現出装飾体における平凸レンズ状集光素と
画素との位置関係を説明する平面図である。
【図２４】図２３に示す虚像現出装飾体を目視した場合に現出する虚像の動きを説明する
平面図である。
【図２５】実施の形態４に係る画素層の変形例２を示した図である。
【図２６】実施の形態４に係る画素層の変形例３を示した図である。
【図２７】実施の形態４に係る画素層の変形例４を示した図である。
【図２８】図２７に示す虚像現出装飾体を目視した場合に現出する虚像の動きを説明する
平面図である。
【図２９】実施の形態４に係る画素層の変形例５を示した図である。
【図３０】実施の形態５に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係
を説明する平面図である。
【図３１】図３０に示す虚像現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図である。
【図３２】図３０に示す虚像現出装飾体に現出する虚像を示した図である。
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【図３３】実施の形態６に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係
を説明する平面図である。
【図３４】図３２に示す虚像現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図である。
【図３５】図３３に示す虚像現出装飾体によって現出する各虚像の上下の位置関係を示し
た図である。
【図３６】図３３に示す虚像現出装飾体に現出する虚像を示した平面図である。
【図３７】実施の形態７に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係
を説明する平面図である。
【図３８】図３７に示す虚像現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図である。
【図３９】図３７に示す虚像現出装飾体によって現出する各虚像の上下の位置関係を示し
た図である。
【図４０】図３７に示す虚像現出装飾体に現出する虚像を示した平面図である。
【図４１】実施の形態８に係る画素層の画素配置を説明する図である。
【図４２】実施の形態８に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係
を説明する平面図である。
【図４３】実施の形態８に係る虚像現出装飾体によって現出する虚像の動きを説明する平
面図である。
【図４４】実施の形態９に係る虚像現出装飾体の平凸レンズ状集光素と画素との位置関係
を説明する平面図である。
【図４５】実施の形態９に係る虚像現出装飾体によって現出する虚像の動きを説明する平
面図である。
【図４６】画素層を二層積層してなる虚像現出装飾体を模型的に示した部分縦断面図であ
る。
【図４７】図４６に示す虚像現出装飾体に現出する各虚像の上下の位置関係を説明する図
である。
【図４８】第三従来品の画素層の画素配置を説明する図である。
【符号の説明】
１，３４，５０，５４，６０，７０　虚像現出装飾体
２　平凸レンズ状集光素
３　平凸レンズ状集光素層
４　透明基板
５　透明基板層
６　透明フィルム
７，２５，２８，３１，３９，４３，４４，５５　画素
８，５１，５６，６１，６６　画素層
９　基準集光素
１０　基準画素
１１　基準画素列
１２　画素列
１３，６７　平凸レンズ状集光素列
１４　基準画素行
１５　画素行
１６　平凸レンズ状集光素行
１７　基準線
１８，２６，２９，３２，４０，４５，４６，５８　基本画素
１９　左目
２０，３５　画像
２１　右目
２２，３６　画像
２３，２４，２７，３０，３３，３７，３８，４１，４２，４７，４８，４９，５２，５
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３，５７，５９，６２，６３，６８，６９，８１，８２　虚像
６４　基本画素列
６５　基本画素行
７１　第一画素層
７２　第二画素層
７３　第一透明フィルム
７４　第一画素
７５　第二透明フィルム
７６　第二画素
７７　基準第一集光素
７８　基準第一画素
７９　基準第二集光素
８０　基準第二画素
１００　画素
１０１　画素列
１０２　画素列
１０３　画素行
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

(38) JP 3952147 B2 2007.8.1



【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】
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